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１. はじめに 

 
日本の高等学校における英語教育、とりわけ高校3年

生の段階においては、大学入試対策が最優先課題となる

ことが一般的である。生徒たちは「合格」という目標に

向かって邁進する一方で、単なる知識の詰め込みや、文

脈から切り離された長文読解の繰り返しに対して疲弊し、

英語学習そのものへの興味や関心を喪失してしまうケー

スも少なくない。本授業実践の目的は、大学進学を希望

する高校3年生を対象に、内容言語統合型学習（CLIL）
のアプローチを用いることで、言語（Language）と内容

（Content）双方の深い学びを実感させ、高い動機づけ

（Motivation）を維持しながら受験英語に取り組ませる

ことにある。具体的には、大学入試で頻出する現代社会

の諸課題をテーマとして取り上げ、その背景知識を深め

ながら実践的な入試問題に取り組むことで、内容を深く

理解して教養を磨き上げるとともに、大学合格に必要な

英語力を確実に身につけることを目指した。 
 
２. 先行研究 

 
第二言語習得（SLA）において、動機づけは言語適性

と並ぶ個人の学習成果を左右する二大要因とされている

（Gardner, 1985）。Dörnyei & Csizér （1998）が指摘す

るように、いかに能力の高い学習者であっても、十分な

動機がなければ長期的な学習目標には到達し得ない。  
しかし、学習の過程では、一度持っていた意欲が減退す

る現象、すなわち「Demotivation（動機減退）」が生じる

ことがある。Dörnyei & Ushioda （2021）は、これを「特

定の行動意図や継続的な活動に対する動機を低下、また

は減衰させる負の心理的プロセス」と定義している。

Demotivation は学習の中断や学業成績の低下を引き起

こす深刻な要因であり（Taherkhani et al., 2023）、
Kikuchi （2015）はその主要因として、教師に関する要

因、授業内容、教材、学習環境などを挙げている。特に

受験期においては、学習内容が自身の目標（大学合格）

や興味と乖離していると感じられた場合、深刻な動機減

退を招くリスクがある。 

CLILは「内容」と「言語」を統合的に学ぶ手法である

が、日本の英語教育現場、特に受験指導への導入には慎

重な議論が必要である。木村（2022）によれば、高校の

教科内容を英語で扱うことは認知的・言語的負荷が高く、

結果として内容理解が浅くなる、あるいは言語習得がお

ろそかになるといった懸念が指摘されている。一分一秒

を争う受験期において、学習成果が曖昧になる授業や、

過度な負荷による消化不良は、学習者の不安を増大させ

るリスクがある。一方で、西田（2022）は、大学受験に

活かすことのできる情報や知識を提示することが学習者

を動機づける効果を持つと述べている。すなわち、木村

が懸念する「負荷の高さ」という課題に対し、学習者が

直感的に価値を感じる「受験に関連する内容」を提示す

ることで、高い動機づけを維持し、負荷を乗り越えて深

い学びへと誘導できる可能性がある。したがって、受験

英語にCLIL を応用するためには、学習者にとって価値

のある「内容」を厳選し、それを学ぶことが直接的に受

験に役立つと感じられるような、文脈化された言語教育

としてのCLILを再構築する必要がある。 
 

３. 実践内容 

 

３．１ 実践対象 

本授業実践は、本校の大学進学を志望する高校３年生

を対象に行った。英語のクラスは習熟度別に文系・理系

それぞれ3クラスに分かれており、本授業実践は、その

うち最上位クラスに属する生徒25名（文系11名、理系

14名）を対象に行った。この最上位クラスは、高校２年

次の外部模試の偏差値が平均して 60 を超える生徒で構

成されている。進学先としては附属大学への進学ではな

く、一般入試などでより偏差値の高い大学を志望する生

徒が主である。 
本校の高校3年生の英語の授業は、英語コミュニケー

ション IIIと論理表現 IIを合わせて週8コマあるが、そ

のうちの3コマの時間を使って本授業実践を行った。 
実践は2025年4月から現在（2025年12月）に至る

まで継続して行っている。 
 

 
CCLLIILL がが拓拓くく受受験験英英語語  

——現現代代社社会会にに対対すするる深深いい学学びび——  
 

 

鈴木 絵美理（土浦日本大学学園 / 筑波大学大学院） 
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３．２ 教材の作成 

教材の作成にあたっては、まず全国大学入試問題デー

タベース「Xam（イグザム）」の2023年および2024年

版を使用し、主要大学の英語長文問題を分析した 。本校

生徒が進学先として魅力を感じる大学の過去問を優先的

に調査し、その内容を一目でわかるようにタグ付けを行

った。分析の結果、頻出するテーマを「高校生が考える

べき現代社会の課題」として約 30トピック抽出した 。
下記は抽出されたトピックの具体例である。 

 
・AI技術の発展と倫理的課題 
・親切と幸福の関係 
・英語のリンガフランカ化と付随する言語や文化の消滅 
・今後の世界人口と諸課題 
・食糧危機に伴う新しい食べ物 
・緑地の重要性 
・感染症とワクチンの歴史 
・電気自動車と自動運転車 
・フードロス問題 
・環境問題 
・気候変動 
・アメリカにおける学歴と雇用 
・アメリカの移民問題 
・キャッシュレス社会 
・創造性とは何か 
・科学と芸術の違いと今後の芸術の在り方・価値 
・大学で何を学ぶべきか 
・火星における人類の展望 
・ジェンダー問題 
・週休3日という新しい働き方 
・広告戦略と消費者心理 
・医療の発達に伴う寿命問題 
・古代ローマ 

 
これらのトピックごとに、以下の構成要素を含む20〜30
ページ程度のオリジナル冊子を作成した 。 

 
1. 導入・教養パート：トピックに関する背景知識を日

本語および平易な英語で解説する資料。 
2. 語彙リスト：そのトピックを理解するために必須と

なる重要単語を80語程度を上限に掲載。 
3. 入試長文演習：実際の入試問題から、当該トピック

を扱った長文を最低3題掲載。 
4. ライティング課題：学んだ内容を活用して意見を述

べる100語程度の英作文課題。 
なお、表紙デザインには生成AI（ChatGPT等）を活用

し、視覚的にも生徒の興味を惹くよう工夫を凝らした 。
また、入試教養として生徒自身が、年度初めの希望調査

によって割り振られた担当トピックの、導入・教養パー

トのプレゼンテーションと資料作成を担当する場面も設

けた。 
 
３．３ 授業の構成と指導の流れ 

実際の授業の流れを、「寿命（Lifespan）」をトピッ

クとした教材を例に詳述する。 
まず「内容に対する理解」のフェーズでは、担当生徒

によるプレゼンテーションまたは教師による講義を行っ

た 。ここでは「寿命」に関する重要な概念として、望め

ば永遠に生きることができた主人公があえて死を選ぶ物

語である、映画『アンドリューNDR114(Bicentennial 
Man)』を題材に「不死」の意味を考えさせたり、レイ・

カーツワイルが提唱する「寿命脱出速度（Longevity 
Escape Velocity: LEV）」などの専門的な概念を導入し

た 。LEVとは、技術進歩によって寿命が延びる速度が老

化の速度を上回る状態を指し、これによって理論上の不

老不死が可能になるという考え方である。こうした英語

長文を読解する上で手助けとなる内容を、日本語と英語

を交えて解説した。 また本トピックを通して生徒に考え

てほしい内容を複数提示し、これから読む英語長文を通

して意見を形成してほしい旨を伝えた。具体的には下記

の4つの問いを生徒に投げかけた。 
 
・寿命には自然が定めた厳格な上限が存在すると思うか 
・不死身が可能だとしたら永遠に生きることを望むか 
・長寿化が進む中で老とどのように向き合っていくべき 

か 
・人生100年時代を踏まえると今後どのような法整備や

政策が必要とされるか 
 
次に「語彙学習」として、英語長文中に出てくる単語

を音声と共に授業内で確認し、後日単語テストを実施し

て定着を図った 。  
その上で「入試長文の読解」へと進む。背景知識と語

彙がインプットされた状態で、難関大学の最新の入試問

題に取り組むことで、心理的なハードルを下げつつ読解

演習を行った 。 英語長文は導入として、短めの長文を１

本, その後分量の多い長めの長文を4 本、計 5 本を扱っ

た。具体的な長文の内容は表1の通りである。 
はじめの2つは、今後医療や科学の発展によって実現

されうる不死に対する立場を述べたものであり、生徒は

肯定的な立場と否定的な立場それぞれの意見を学ぶこと

ができた。続く2つの長文はほとんど同じ内容であり、
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話の道筋は違えど同じ結論にたどり着く長文を2本読む

ことによって、結論に至るまでのロジックの違いを比較

検討させ、筆者がどのように説得力を持たせようとして

いるかをメタ的に分析させる機会となった。これにより、

単なる情報収集にとどまらず、論理構成そのものを味わ

う深い読解活動へと昇華させることができた。 
 

表１ 各英語長文の内容 

 

導入 
1) 食生活次第で寿命は変わるという内容 

本格的な長文 
1) 不死（immortality）を否定的に捉え、人生は有

限であるからこそ有意義に与えられた時間を

味わうことができるという内容 
2)  不死を肯定的に捉え、実際に不死身になって

しまったら多くの問題が生じるが、それでも長

生きによって得られた賢さが若く美しい身体

に宿ることは大変魅力的なことであり、不死を

目指す試みが大昔から現在に至るまで続いて

いるという内容 
3) 寿命に上限があるかどうかを論文の内容を引

用しながら論じ、超高齢になれるかどうかはコ

イントスの世界であり、自然がなすがままであ

ると結論付けている内容 
4) 同上 

 
最後に「アウトプット (Writing)」として、学んだ内容

に基づいた英作文を実施した。お題は以下の通りである。 
 
“Due to advances in medical technology, life 

expectancy is expected to increase further. At the same 
time, addressing the social and economic challenges of 
an aging population is becoming increasingly 
important. In your opinion, what kinds of legal or policy 
changes are necessary for society to prepare for the 
reality of the 100-year-life era? Write your answer in 
more than 100 words.” 

 
生徒が各自で英作文に取り組む前に、Discussionの時

間が設けられた。グループで話し合った内容を全体に共

有する場面では、寿命に対しても課税を行うべきである、

健康寿命を延ばすための施設を増設すべきであるといっ

た意見があげられた。その後各自で英作文に取り組んだ。

提出された英作文は、内容と言語の両面から教師が添削

し、対面でのフィードバックを行った 。 

４. 質問紙による生徒からの声 

 

４．１ 質問紙の概要 

調査は 2025 年 9月、授業時間内に無記名形式で実施

された。質問紙は、5 段階リッカート尺度を用いた 4項
目の設問と自由記述欄により構成されている。なお、各

設問は、昨年度まで使用されていた従来の教材との比較

を意図して設計されたものである。5 段階の尺度は、以

下のように定義した。 
 

5：強くそう思う 
4：ややそう思う 
3：どちらとも言えない 
2：あまりそう思わない 
1：全くそう思わない 
 

４．２ 質問紙の結果 

5つの質問内容と、その結果は表2の通りである。 
 
表２ 質問内容に対する平均値と標準偏差(N=25) 

 

質問 平均 標準偏差 

受験勉強という点におい

て、教材に価値を感じる。 

4.84 0.37 

受験勉強という点におい

て、やる気が高まると感じ

る。 

4.16 0.90 

長文の内容に興味関心を持

ち、意欲をもって長文読解

に取り組むことができる。 

4.52 0.82 

教養や他教科に関連する内

容について、深い学びを実

感する。 

4.84 0.47 

 

4 つの設問に対する回答データの分析からは、本実践に

おけるCLIL アプローチの効果と課題の双方が浮き彫り

となった。 
まず特筆すべき点は、「受験勉強という点において、

教材に価値を感じる」および「教養や他教科に関連する

内容について、深い学びを実感する」の2項目において、

共に平均4.84（5点満点）という極めて高い数値が記録

されたことである 。この天井効果に近い結果は、生徒た

ちが、教養を深める活動と受験対策という実利的な目標

を相反するものとは捉えず、むしろ相互に補完し合う有

益な学習機会として高く評価していることを強く示唆し

ている。 
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 また、「長文の内容に興味関心を持ち、意欲をもって

取り組むことができる」についても平均4.52と高水準を

維持しており 、実際の入試問題（Authentic Materials）
を用いたテーマ学習が、生徒の学習意欲を駆り立て、受

動的になりがちな受験学習を能動的なものへと変容させ

ていることが確認された。 
 その一方で、「受験勉強という点において、やる気が

高まると感じる」という項目に関しては平均4.16に留ま

り、他の3項目と比較して統計的に相対的に低い値とな

った。この項目に関しては、標準偏差（SD）が 0.90 と

全項目中で最大の値を示している点に注目する必要があ

る。これは、教材に対する評価（価値や面白さ）は一様

に高いものの、それが直ちに個人の「やる気（Motivation）」
の向上に直結するとは限らず、他の要因が学習者の動機

づけにより大きな影響を及ぼす可能性を示唆している。 
自由記述に関しては、回答の全体像を俯瞰した上で、

個々の記述に含まれる要素を細分化して分析する手法を

とった。特定のバイアスを排除し、生徒の生の声を可能

な限り正確に反映させるため、記述内容を繰り返し読み

込み、そこから浮かび上がる共通のテーマや話題を帰納

的に抽出した。こうして得られた構成要素を体系化し、

本実践の効果を多角的に検証するため、表 3 の通りに 5
つの観点に分類・整理した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 自由記述の分類カテゴリ 

 

大カテゴリ 小カテゴリ 

内容に関する深い学び ・同じテーマの長文を複

数読むことによる深い学

び 

・従来の教材に対する否

定的な意見 

他教科との関連 

 

・論理国語の小論文をは

じめとした教科横断性 

・内容が浅く他教科で活

かせるほどの学びではな

い 

動機づけ ・実際の入試問題である

ことによる動機の高まり 

・内容の面白さ 

・入試問題としての質 

・その他 

有能感 ・内容理解・単語リスト・

類題による足場がけの成

功 

・高すぎる難易度による

挫折感 

受験との関連性と価値 ・最新の入試における頻

出テーマを集めたことに

よる価値 

 

各小カテゴリにおける生徒の記述内容は以下の通りであ

る。 

 

同じテーマの長文を複数読むことによる深い学び 

・教養の数々は非常に分かりやすく理解しやすい。最後

の英作文まで含めて、「英語の授業」を超えた学びを得る

ことができる。 

・単元のメインの内容が決まった冊子なので、別のペー

ジの長文を読んでいても繋がっている箇所があり、詳し

くなれる感じが嬉しい。 

・従来の教材の長文の内容は覚えていないが、オリジナ

ル教材は頭に残っている。 
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従来の教材（X）に対する否定的意見 

・X のような面白みもない文を読むよりかは、1 つの分

野を深く勉強した方がためになる。 

・Xは1題ごとに1つのテーマを扱うので、その長文を

読んだだけではテーマを理解したとは言い難い。 

・Xだと内容がバラバラで、その内容をわざわざ 

考えようと思わない。 

・他の教材だと長文を読むだけで終わってしまう。 

 

論理国語の小論文をはじめとした教科横断性 

・言語などの話題は、現代文などで出題されることが多

い。 

・AIなど教材で扱った内容を論理国語の小論文で活かせ

たと思う。 

・時事問題をうまく扱えていて、小論文や入試の集団討

議のテーマとも関連する部分があるのが良い。 

 

内容が浅く他教科で活かせるほどの学びではない 

教養は感じるが、他教科に関連する学びは広く浅い。 

 

実際の入試問題であることによる動機の高まり 

・高スパンで様々な大学の入試問題に触れることができ

るので、自分の志望校が来たときに、おっ！と思いやる

気が上がった。 

・有名な大学が多いからやる気が出る。 

 

内容の面白さ 

・長文の内容が面白いから楽しく学ぶことができる。 

・事前に興味のあるテーマを選択し、自分やクラスメイ

トが調べたものが授業で扱う教材になるため、1 つ 1 つ

のテーマが楽しみ。 

・内容が教養に富んでいて面白い。 

 

内容理解・単語リスト・類題による足場がけの成功 

・教養部分が非常に良く、いきなり入試問題に入る前に

教養に触れることで、クッションの役割を果たし、心理

的抵抗なく問題に入ることができる。 

・背景知識や単語を覚えた上で長文に取り組むため、難

関大の長文にも抵抗なく触れることができる。 

・単語の意味やその分野の概要を知ってから取り組める

ので、読める感覚がある。 

・難しいので、解けたときは達成感があり、自信につな

がる。 

 

 

高すぎる難易度による挫折感 

・難しすぎて解けないと、自分ではダメかもと自己嫌悪

に陥ってしまう。 

・強いて言うなら、少し内容が難しく心が折れそうにな

ることはあるが、解ける問題ばかり解いても意味がない

ので仕方ないと思う。 

・最難関とか難しい問題だと手が出ない。 

 

最新の入試における頻出テーマを集めたことによる価値 

・受験勉強という点では、ホットな話題をメインに構成

されており、私大・国公立をバランスよく組み込めてい

るのが魅力的である。 

・よく出るテーマごとに冊子になっているから、受験勉

強の面でものすごく勉強しやすい。 

・難しい単語や問題のテーマがタメになるし、テーマが

一貫している冊子を使うことで作問者の意図に意識を向

けることができる。 

・模試で長文を解くときに、授業で扱ったテーマが出て

くると読みやすくなった。 

 

自由記述の分析からは、数値データでは捉えきれない

学習者の心理的プロセスや、CLIL アプローチが学習態

度に与えた具体的な変容が明らかになった。 

内容に関する深い学びに関して、最も顕著な成果とし

て確認されたのは、知識の断片化を防ぎ、体系的な理解

を促す効果である。従来型の長文演習では、扱うトピッ

クが毎回異なるため、学習者の記憶に内容が定着しにく

いという課題があった。これに対し、同一テーマの長文

を複数読み込む本実践では、先行する長文で得た知識が

次の長文理解を助けるという、知識の有機的な連携が観

察された。学習者は、単に英語を訳読するのではなく、

複数のテキストを通じて情報の統合や比較を行っており、

このプロセスが「英語の授業を超えた深い学び」という

実感につながっていると分析できる。これは、CLIL が

目指す「内容と言語の統合」が、単なるスローガンでは

なく、学習者の認知レベルで実質的に機能していたこと

を示唆している。 

他教科との関連に関して、英語で獲得した教養が、他

教科の学習活動に転移している点も高く評価された。特

に、現代文の評論文読解や、論理国語における小論文作

成、集団討議といったアウトプットの場面において、英

語の授業で得た背景知識が直接的に役立ったという報告

が散見された。受験期において、教科ごとの学習は縦割

りになりがちであるが、CLIL のアプローチは英語を起

点としてリベラルアーツ的な基盤を形成し、教科の枠組

みを超えた相乗効果を生み出している。このことは、受
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験英語指導において「内容」を重視することが、結果と

して生徒の総合的な学力向上に寄与するという側面を裏

付けている。 

動機づけに関して、教材の真正性と知的好奇心の充足

が生徒の動機を高める主な要因となっていた。加工され

た教材ではなく、実際の入試問題（難関大学の過去問）

を使用することは、受験生としての当事者意識を高め、

実利的な学習意欲を強く刺激した。さらに重要な点とし

て、多くの学習者が入試対策としての価値以上に、トピ

ック自体の「面白さ」や「現代社会における重要性」を

動機づけの源泉として挙げていたことが確認された 。こ

れは、受験勉強という外的動機づけ（合格のため）の枠

組みの中にありながらも、知的な関心に基づく内発的動

機づけが並行して機能していたことを意味しており、

CLILが「やらされる勉強」から「自ら学ぶ勉強」への転

換を促す可能性を示している。 

有能感に関して、難解な入試長文に対する心理的ハー

ドルの低下と、自己効力感の醸成も確認された。通常で

あれば敬遠したくなるような高度な英文に対し、事前に

背景知識や語彙をインプットする「足場かけ

（Scaffolding）」を行うことで、多くの学習者が「読める」

「理解できる」という肯定的な感覚（有能感）を獲得し

ていた。スキーマ（既有知識）が活性化された状態で英

文に対峙することは、読解の流暢性を高め、学習者に成

功体験をもたらす。一方で、課題の難易度が学習者の受

容範囲を大きく超えた場合には、逆に無力感や焦燥感を

生じさせるリスクがあることも浮き彫りとなった。この

結果は、有能感を維持するためには、内容の高度さと学

習者の習熟度との間で、より繊細な難易度調整が不可欠

であることを示唆している。 

最後に受験との関連性と価値に関して、受験というハ

イステークスな環境における学習材としての価値につい

てである。学習者は、頻出テーマを体系的に学ぶことが、

実際の模試や入試本番におけるパフォーマンス向上に直

結すると認識していた 。「ホットな話題」や「作問者の

意図」を理解するための背景知識を得ることは、単なる

教養の涵養に留まらず、点数に結びつく実利的な「武器」

として捉えられている。この実用性への信頼こそが、受

験期という多忙な時期においても、CLIL 型の授業が学

習者に受け入れられ、高く評価された最大の要因である

と言える。 

 

５. 考察 

 

本授業実践を通じて、入試頻出テーマを扱うCLIL 授

業は、受験生の潜在的な学習意欲を掘り起こし、学習内

容への価値づけを高める効果があることが確認された。

質問紙調査において「教材に価値を感じる」という項目

が極めて高い数値を示したことは、受験勉強という実利

的な枠組みの中にありながらも、生徒が「教養」として

の学びを肯定的に受け止めていることを示唆している。 

 しかしながら、継続的な実施と普及に向けては、看過

できない課題も残されている。 第一に、教材作成と準備

にかかる教師の負担である。本実践では、最新の入試傾

向を反映させるためにデータベース（Xam）を分析し、

トピックを選定した上で冊子を作成したが、これには通

常の授業準備を遥かに凌駕する時間と労力を要した。ま

た、英語教師が専門外の分野（科学、経済、歴史等）を

深く理解し、生徒に教授するためには、教師自身に高い

英語力と教養力が求められる。こうした属人性の高さは、

次年度以降の引き継ぎや、他の教員への共有を困難にす

る要因となり得る。この解決策として、今後はその分野

に精通した他教科教員とのコラボレーションや、関心の

ある生徒自身によるプレゼンテーションの導入をより積

極的に進める必要がある。 

 第二に、内容と難易度のバランス調整である。今回は

「内容（Content）」の面白さや重要性を最優先して長文

を選定した結果、言語的難易度が学習者のレベルに対し

て不適切な問題が含まれるケースがあった。生徒の感想

に見られた「難しすぎて手がでない」「自己嫌悪に陥る」

といった記述は、過度な難易度が有能感を損ない、

Demotivation（動機減退）に繋がる危険性を示している。

また、「発音記号をつけてほしい」「全文和訳や文構造の

解説が欲しい」といった要望は、内容理解を支えるため

の言語的な足場かけ（Scaffolding）がさらに必要であっ

たことを物語っている。Xam の次年度版などを活用し、

より「良問」を精査するプロセスが不可欠である。 

 最後に、対象の拡大とカリキュラム上の課題である。

一つのテーマを深掘りするCLIL の特性上、本実践では

年度初めに約30のトピックを掲げたにも関わらず、実際

には年間で10テーマ程度を扱うのが限界であった。生徒

が十分な教養と背景知識を身につけるためには、高校 3

年生単年ではなく、1、2年生の段階から長期的なスパン

で導入することが望ましい。一方で、英語力に課題を抱

える中間層・下位層に対して同様のアプローチを行う場

合、英語への苦手意識が先行し、「教養」という切り口自

体が受け入れられない懸念もある。今後は、学力層に応

じた教材の適正化を図りつつ、下位学年からの段階的な

導入モデルを検討していきたい。 
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６. まとめ 

 
本授業実践は、大学入試対策が最優先される高校3年

生の英語指導において、CLIL（内容言語統合型学習）の

アプローチを導入し、言語知識の習得と内容理解の深化

を同時に追求した試みである。従来、受験英語指導にお

いては、文法や語彙の正確さ、あるいは正答を導き出す

テクニックが重視されるあまり、扱われる英文の内容そ

のものが持つ「面白さ」や「価値」が看過されがちであ

った。しかし、本実践を通じて明らかになったのは、受

験生といえども、あるいは受験生であるからこそ、自身

のアカデミックな関心を深める高度な内容（Content）を
求めているという事実である。「Creativity」や「Lifespan」
といった現代社会の複雑な課題に対し、英語「で」学ぶ

経験は、生徒たちに単なる語学学習を超えた知的充足感

をもたらした。 
 質問紙および自由記述による調査の結果は、適切な

足場かけ（Scaffolding）を行えば、難関大学の入試問題

であっても生徒は意欲的に取り組み、深い学びを実感で

きることを示している。特に、「人間の創造性について、

自分の人生の中で一番深く考えた」という生徒の言葉や、

「背景知識があるだけで読むスピードが変わることに驚

いた」という気付きは 、CLIL が学習者の動機づけ

（Motivation）と有能感（Competence）の両面において

強力なアプローチとなり得ることを実証している。これ

は、Dörnyei らが指摘する動機づけの重要性を、実際の

教室場面で確認するものであった。 
 もちろん、課題も残されている。アンケート結果の

一部に見られたように、教材の難易度が学習者の実力と

乖離した場合、それはDemotivation（動機減退）の要因

となり得る。また、最新の知見を取り入れた教材作成や、

他教科との連携には、教師側の多大なリソースと専門性

が要求される。受験というプレッシャーの中で、効率性

と教養教育のバランスをどう取るかは、依然として繊細

な調整を要する問題である。しかしながら、生徒たちが

示した「受験勉強の枠を超えた学び」への肯定的な反応

は、これらの課題を乗り越えて取り組むだけの価値が

CLILにあることを強く示唆している。 
結論として、受験英語におけるCLIL の実践は、「受

験か教養か」という二項対立を乗り越え、入試突破に必

要な学力を養成しつつ、大学以降の学問的探究にもつな

がる種を蒔くことができる教育モデルであると言える。

今後は、本実践で得られた知見をもとに、より多くの学

習者が恩恵を受けられるよう、教材の汎用性を高め、カ

リキュラム全体での体系的な導入を検討していきたい。

本稿が、受験指導における新たな可能性を模索する一助

となれば幸いである。 
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「科学と人間生活」を「英語」で学ぶ 
―理科教員と英語教員のティーム・ティーチング― 

 
山崎 勝（埼玉県立和光国際高等学校） 

 

 

１．はじめに 

 

現在、私の勤務校では「教科横断」の取り組みの可能

性を模索している。独立した科目として設定するのは難

しいので、まずは、1 学期末の特編授業で、「数学×体

育」・「物理×地理」・「科学と人間生活×英語」のよ

うなコラボ授業をやってみることになった。これまでの

実践では、英語教員が英語の授業の中で単独で他教科の

内容を扱っていたが、今回は単発ではあるが、複数教科

の教員がティーム・ティーチングで実施する「教科横断」

へと一歩前進した。本稿では、ここまでの成果を報告し

たい。 

 

２．この実践に至った経緯 

 

「教科横断」の授業を教育課程に位置づけるにあたり、全

国のいくつかの先進校の授業を見学させていただき、本

校で実施可能な方法を検討した。その中で、特に参考に

させていただいたのが、鴎友学園女子中学・高等学校で

これまで実践されてきた合科授業という考え方であった。

合科授業とは、複数の教科の内容を関連づけて横断的に

学ぶ授業形態であり、教科の枠を越えて共通のテーマや

課題に取り組む学習である。 

 

３．「合科授業」の実際 

 

鴎友学園で見学させていただいた授業は、高校1 年「地

理総合」の防災CLIL で「地理」と「英語」の合科授業

であった。この授業は「社会科」が中心となって、「社

会」の授業に「英語」の教員が参加して実施された。学

習する内容は「地理」であるが、そこに「英語」を絡め

る理由として、日本での災害時に外国人は「災害弱者」

になり得るという点に着目している。「地理」の学習内

容は「防災」であるが、「英語」の役割は災害弱者との 

「コミュニケーション」のツールである。ピクトグラム

や標識は国により異なり、習慣や文化の違いや言葉が通

じないことにより、外国人は日本での災害時には弱い立

場になり得る。そのような場面を想定して「英語」によ 

る「コミュニケーション」で外国人を支援するという設

定である。世田谷区のハザードマップも使用して本物の

場面を想起して、生徒は日本人生徒役と外国人留学生役

に分かれてロール・プレイを英語で行った。外国人留学

生役は、竜巻を経験したことのあるアメリカ人生徒、豪

雨の経験のないオーストラリア人生徒、地震を知らない

イギリス人生徒であった。 

 

４．「地理」と「地学」の接点 

 

筆者自身は、1 学期末の特編授業で3 年生の「科学と 

人間生活」の授業に参加し、「英語」がコラボする授業 

を計画していた。「理科」と絡む理由は、「理科」の内 

容も「英語」で扱えると、生徒の英語力の幅が広がると 

考えたからである。勤務校で「科学と人間生活」を担当 

しているのは「生物」の教員であるが、1 学期は「地学」

分野を扱い、「自然災害と防災」が既習であった。内容 

的には、鴎友学園で見学した「地理総合」の授業と重な 

り、「地理」と「地学」が近い関係にあることを知り、 

筆者自身も異なる学問領域の関連性に興味を持った。「地 

理」は人間社会と地域の関係を学び、「地学」は地球の 

自然現象のしくみを学ぶ。両者は、自然環境が地域や人  々

の生活にどのように影響するかを考える点で接点がある。

今回は、これらの「地理」や「地学」の知識を実生活に 

活かすことを目標にした「英語」の授業を筆者が設計し 

た。 

 

５．授業の設計 

 

この授業は「知識構成型ジグソー法」による「協調学

習」という方法で実施した。この方法についての詳細は、 

J-CLIL Newsletter Vol.12 の拙稿を参照されたい。授業

の設計は、池田（2016）による授業設計図（表1）を用

いて組み立てた。 

この授業では、「自然災害と防災についての知識」をも

とに、「日本の災害時における災害弱者としての外国人をど

のように支援できるか」を議論する。鴎友学園の実践に

倣って、「英語」と教科横断する意義として、災害弱者 
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である外国人に焦点を当てた。また、地元の埼玉県和光

市の防災ガイドとハザードマップを市役所から入手し、

生徒には地域の状況を踏まえて考えさせた。授業設計図

は以下のとおりである。 

 

表11  CLIL の授業設計図（外国人と自然災害） 

 

Content 

宣言的知識 

Communication 

言語知識 

Cognition 

低次思考力 

Culture 

協同学習 

自然災害と防

災 

自然災害と防災

に関する語彙 

理解 グループ

クラス 

Content 

手続的知識 

Communication 

言語技能 

Cognition 

高次思考力 

Culture 

国際意識 

災害弱者とし

ての外国人を

どう支援する 

か 

読む・話す・

聞く・書く 

ノートテイキング 

ディスカッション 

分析

評価

創造 

諸外国におけ

る自然災害と

防災 

 

授授業業手手順順  

池田（2016）の提案する授業手順に「協調学習」の手

順を重ね合わせると以下のようになる。 

(1) Activating (pre-task) 
① Group work 
「外国人は災害弱者か」について話し合う。 

② Writing 
「災害時に外国人をどのように支援できるか」につい

て考えを書いてみる。 

 

Worksheet 1 
Task 
1. Do you think foreigners staying in Japan are 

vulnerable in natural disasters? 
 
 

 
2. How can we help foreigners in Japan who may be 

at risk during disasters? 

クにより、題材内容について理解させる。生徒は 

3 名から成るグループ（エキスパートグループ）で3 つ
の資料のうちのいずれかを読む。 

資料A: ジェームズ（アメリカ出身）の防災意識 

（概要） 

・テキサスでは竜巻の際に地下室に避難した・日本で洪

水のニュースを見て「地下室に逃げよう」と考えた・日

本の家には地下室がなく、洪水時には地下への避難は危

険であることを知らなかった 

Worksheet A James’s Disaster Awareness 

 
Task 
Answer the following question. 
In this situation, why was James vulnerable to 
disasters in Japan? 

 
 

 
 

(2) Input (presentation task) 
新教材の提示を行う。鴎友学園で参観した授業内容を

参考にして、教材には、3 名の架空の「外国人留学生」

のエピソードについての文章を筆者が書き下ろした。

リーディングによりインプットを行い、低次思考タス 

資料B : エミリー（オーストラリア出身）の初めての集

中豪雨 

（概要） 

・故郷は乾燥しており、激しい雨や災害を経験したこと

がなかった・日本で集中豪雨に初めて遭遇し、驚きと不

安を感じた・ホストファミリーに懐中電灯やリュックを 

James was a 17-year-old exchange student from 
the United States. He was staying in Japan for one 
year. When he was 13, James experienced a strong 
tornado in his hometown in Texas. His family ran to 
the basement and waited there. It was dark and 
scary, but they stayed safe. Since then, James 
believed that the basement was the safest place 
during a natural disaster. 

In Japan, James heard about heavy rain and 
landslides. He learned the word “集中豪雨,” which 
meant “torrential rain.” One day, he saw a news 
report about a flood in another part of Japan. James 
thought, “If that happens here, I will go to the 
basement, just like we did in America.” 

But James didn’t realize that most Japanese 
houses did not have basements. He also didn’t know 
that in some cases, basements could be dangerous 
during floods. James felt confident because of his 
experience in America, but he was not familiar with 
Japan’s disaster risks. 

James believed that going underground was 
always the best way to stay safe. He had not yet 
learned that different countries had different types 
of disasters—and different ways to respond. 
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渡され一緒に避難した 

Worksheet B Emily’s First Torrential Rain 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Task 
Answer the following question. 
In this situation, why was Oliver vulnerable to 
disasters in Japan? 

 

Task 
Answer the following question. 
In this situation, why was Emily vulnerable to 
disasters in Japan? 

 
 
 

 
資料C : オリバー（イギリス出身）の初めての地震 

（概要） 

・故郷では地震を経験したことがなく、地震に対する知

識がなかった・日本の学校で初めて地震を体験し、最初

はトラックの音だと思った・揺れが強まり、先生の指示

で机の下に隠れた 

Worksheet C Oliver’s First Earthquake 

 
 

 
(3) Thinking (processing task) 
生徒はWorksheet A、B、C のそれぞれを読んだ1 名

ずつの生徒から成る3 名の新たなグループ（ジグソーグ

ループ）に移動する。インプットにより理解した題材内

容について、高次思考タスクによって、他の生徒と共同

でさらに、分析・評価の処理を進め、グループの考えを

まとめる。 

Worksheet 2 では、A、B、C の3 つの資料から得た

情報を整理して共有する。 

 

Worksheet 2 
Task 
1. Listen to each other and complete the following 

table. 
exchange 
students 

why they were vulnerable 

James  

Oliver was a 16-year-old high school student 
from the United Kingdom. He was staying in Japan 
for one year as an exchange student. In his quiet 
hometown in southern England, earthquakes were 
very rare. He had never felt the ground shake before 

Emily was a 16-year-old high school student 
from Australia. She stayed in Japan for six months 
as an exchange student. In her hometown near 
Perth, the weather was usually dry. Heavy rain and 
floods were rare. She had never experienced a 
serious storm or disaster. 

One summer afternoon in Japan, the sky 
became dark and cloudy. Emily was at her host 
family’s house when it started to rain heavily. The 
sound of rain on the roof was loud and constant. 
Emily looked out the window and saw water rising 
on the street. She felt surprised and a little scared. 
“I had never seen rain like this before,” she said. 

Her host family quickly turned on the TV and 
checked the weather alert. “This is 集中豪雨—

torrential rain,” they said. Emily didn’t know what 
to do. She asked, “Is this dangerous?” Her host 
mother nodded and handed her a flashlight and a 
small backpack. Emily followed her host family’s 
instructions carefully, feeling nervous and unsure. 

Emily realized that Japan has very different 
weather and disasters compared to Australia. It was 
an experience she would never forget and stayed in 
her memory for a long time. 

and didn’t know what an earthquake truly felt like. 
One morning in Japan, while Oliver was sitting 

in class at school, the floor suddenly began to shake 
and the windows rattled. At first, he thought it was 
just a large truck passing by. But the shaking 
quickly grew stronger, and his classmates 
immediately got under their desks. The teacher said 
calmly, “Earthquake! Stay low and protect your 
head.” 

Oliver felt scared and confused. His heart was 
beating fast as he experienced the shaking. The 
noise and movement were unlike anything he had 
felt before. After it stopped, the teacher explained 
that it had been a small earthquake and that 
earthquakes were very common in Japan. 

Oliver realized that Japan has different natural 
disasters compared to the UK. He understood that 
some events can happen suddenly and 
unexpectedly. The experience showed him how life 
in Japan differs greatly from his hometown, making 
him think deeply about safety and awareness. 
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Emily  

Oliver  

 
2. Answer the following questions 
① What is the common vulnerability of the three 

exchange students to natural disasters in Japan? 
 

 
② What kind of support can we give them for their 

vulnerability to natural disasters in Japan? 
 
 

 
(4) Output (production task) 
Worksheet 2 のタスクについて、グループ発表による

スピーキングを行い、Worksheet 3 により、各グループ

のスピーチの内容を参考にして、個人の意見のライティ

ングをまとめとして行う。スピーキングについては本時

の授業での発表の直後に、ライティングについては提出

後の授業で、内容と英語についてのフィードバックを行

う。 
 

Worksheet 3 
Task 
Write an essay answering the following question. 
What kind of support can we give foreigners for their 
vulnerability to natural disasters in Japan? 

 
 
 
 
 

 
ライティングでは、単に災害に対する備えについて述

べるのではなく、外国人に対する支援策に言及すること、ま

た、災害関連の英語の語彙を使用して防災についての理

科的な説明をすることを期待した。なお、災害関連の語

彙については、教科書として使用している『CLIL 
Discuss the Changing World 2』（成美堂）Unit 8 
“Preparing for Emergencies”で既習である。 

生徒1 が使用した災害関連の語彙は、evacuation drill, 
sign, hazard map, natural disasters, earthquakes, 
tsunamis, typhoons, warnings, emergencies, shelters
であり、意見の要点は、多言語による情報提供と地域の

人々と外国人を繋ぐネットワーク作りであった。 

生徒2 が使用した災害関連の語彙は、signs, drills, 
evacuation maps, natural disasters, evacuate であり、

意見の要点は、英語の看板とポスターによる支援であっ

た。 

生徒3 が使用した災害関連の語彙は、evacuate, 

（生徒の作文例） 

（例1） 

In Japan, many foreign residents are 
vulnerable to natural disasters such as 
earthquakes, tsunamis, and typhoons. To support 
them, we should provide disaster information in 
multiple languages so they can understand 
warnings quickly. Schools and communities can 
offer training programs to teach how to act during 
emergencies. It is also important to create 
networks that connect foreign residents with local 
people for mutual help. Governments should 
prepare shelters that are easy for foreigners to 
access and understand. By improving 
communication and disaster education, we can 
reduce their vulnerability and help everyone stay 
safe in Japan. 

（例2） 

I think we can help people who are not familiar 
with natural disasters in Japan by using 
signboards. Posters in foreign languages will make 
them understand what they should do. They may 
not know what kinds of disasters happen in Japan 
and what causes damage. They will panic so they 
will not be able to act calmly when natural 
disasters happen. Additionally, even if Japanese 
people want to help them in such situations, they 
may not explain clearly in English or foreigners 
may not understand their intentions. However, if 
there are posters which show how to escape when 
disasters happen, they can check the information 
currently and can evacuate safely. That’s why I 
think signboards or posters in foreign languages 
support foreign people when there are natural 
disasters in Japan. 
（例3） 

“We,” not the government or other official 
organization, can give them information about 
what we should do in such situations as 
individuals. About sediment disasters, we can hear 
the sound from mountains or roots or stones before 
the disasters happen. Also, we can see rivers 
becoming dirtier, and crocks. About earthquakes, 
we can feel slight shaking or have data that shows 
earthquakes will happen. Like this, we can provide 
scientific knowledge to support them. 
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sediment disasters で、意見としては、政府などの公的

機関ではなく個人によるどのような支援が可能かを述べ

ている。また、土砂災害や地震の前に現われうる事象に

ついて具体的に言及し、理科的な知識があれば防災に役

立つと主張している。 

多くの生徒が災害関連の英語の語彙を防災という文脈

で使うことができていたので、理科と英語の学習が、あ

る程度は両立していたと思われる。 

 

６．ティーム・ティーチングで授業を行う意義 

 

今回の授業の最大の強みは、教室に「理科」の教員が

いたことである。生徒の作文に対して、「理科」の学習と

いう観点から、生徒の説明が「理科」の事実に即して妥

当であるかについて、「理科」の教員に、次時の授業で、日

本語でフィードバックをしてもらった。「理科」の教員と

のやり取りは、筆者も生徒も日本語で行った。生徒の意

見が筆者の想定内で、筆者が準備した範囲の内容であれ

ば、「英語」の教員でも対応できるが、生徒の意見はその範

囲を超える場合がある。例えば、生徒の作文例の例 3 
の生徒は、土砂災害や地震の前に現われうる事象につ

いて具体的に言及して説明を試みているが、これらは必

ず起こるとは限らない点を「理科」の教員に解説しても

らった。 

この授業はいくつかのクラスで実施し、英語話者の 

ALT とのティーム・ティーチングの授業では、自国の自

然災害と防災について語ってもらったり、来日時に日本

の自然災害についての知識があったか、日本での災害で

困ったことはなかったかなど、これまでの経験について

語ってもらい、意見交換ができた。 

 

７．今後の「教科横断」の方向性 

 

試行錯誤を重ねながら、何とか、「言語教員」と「教

科教員」のティーム・ティーチングに行き着いたが、様々 な

課題も明らかになった。まず、「教科横断」を行うと教

員の仕事が増えるという側面がある。授業のコマ数が増

えたり、準備や打ち合わせに時間がかかる。さらに、 

「言語教員」と「教科教員」の考え方には温度差がある。 

「教科教員」は自分の教科を日本語でフルに教えたい場

合が多い。「英語で」教えることには関心がないかもし

れない。「英語で」教えることで内容が幼稚になり薄ま

ってしまうと考える人もいる。大学入試対策の授業が大

切なので、「教科横断」に時間を割く余裕はないという

場合もある。また、同じ「英語」の教員同士であっても

理解が得られない場合がある。「私の仕事は英語を教え

ることで、理科や社会を教えることではない」と考える 

人もいる。ALT は英語の母語話者ではあるが、「教科」

のアカデミックな内容に精通しているわけではない。こ

のように、ティーム・ティーチングで複数の教員が絡む

と様々な軋轢が生まれることがある。 

しかし、様々な苦労があっても、「教科横断」は確実

にCLIL のContent の質を高め、生徒のアカデミックな

学びが言語と統合し、生徒が英語で扱える世界を広げて

くれる。 

そこで、当面は、鴎友学園の実践に学び、学期に1 回
の「合科授業」という授業形態で、より多くの教科が関

わる全校的な取り組みへと実践を積み上げていきたいと

考えている。 

具体的には、2 学期末の「合科授業」に向けて、学期

中の自分の単独の授業で準備をしておく必要がある。2
学期末の3 年生の「科学と人間生活」では、「生物」の

分野を扱う。2 年生は「生物基礎」が必修科目であり、2
学期には「血糖濃度を調節するしくみ」について学習す

る。そこで、2 学期に私の単独の「英語」の授業の余っ

た時間にこれを「英語」で学習し、2 学期末の特編授業

では、3 年生の「科学と人間生活」で「生物」の教員と

再度、ティーム・ティーチングで授業を行うことを計画

している。 

 

８．おわりに 

 

今年度は自校及び他校における様々な教科の組み合わ

せの「教科横断」授業を参観する機会があった。「体育 

×物理×数学」では、体育における身体運動は物理で説

明ができ、その説明を数値的なデータで支えるのが数学

であった。「歴史総合×情報」では、「情報」はブレイ

ンストーミングの方法を教え、情報を整理して可視化す

る役割を担っていた。これらの教科の組み合わせでは、 

「数学」や「情報」は他教科を学ぶツールとして機能し

ていた。これらの授業参観を通じて、「英語」もツール

ではないかという考えに至った。目的がなければ道具は

使い道がない。やりがいのある目的を追求すると良質な 

Content がどうしても必要になる。CLIL の実践を重ね

ることで「言語教員」にとってのContent の世界が広が

っていく。 

授業を見学させていただき、本実践報告の発表を許可

していただいた、鴎友学園女子中学・高等学校の吉田裕

幸教諭（社会科）と大塚莉子教諭（英語科）に感謝申し

上げる。 
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１．CLIL 授業への道のり 

 
１．１ 専門学科にこそ向いている 
高校英語教師として、CLIL（内容言語統合型学

習）の授業をしてみたいが何から手を付けてよい

のかわからない。そんな思いで 2024 年 11 月に大

阪で開催された CLIL 学会に参加した。そこで他

クラスとの進度や指導事項を調整する必要が生じ

る普通科よりも、単独クラスの専門学科で取り組

みやすいと気づいた。以下、その CLIL 授業に至

るまでの過程と授業の実践報告を行う。 
勤務校には専門学科として県下唯一の美術科が

あり、1 年生の美術科の英語授業を受け持ってい

た。美術科では普通科と同じ授業に加え、「素

描」「構成」のような美術の専門科目を学ぶ。1
年生で「西洋画」「日本画」「彫刻」「デザイ

ン」「工芸」の基礎を学び、２年生以降に専門に

分かれて制作を行う。1年生ではおよそ全体の3分

の1を、2年生以降は全体の半分近くを美術の授業

が占め、美術に没頭できるカリキュラムである。 
当該美術科生徒の英語のレベルは幅広く、英検

準一級レベルの生徒もいれば、英語にかなり強い

苦手意識を持っている生徒も少なからずいる。普

通科と同様に年 5 回パフォーマンステストを行っ

ているが、美術科については普通科と評価項目は

同じままで、題材を好きな絵や自分の絵を紹介す

るような美術に関する設定にしている。学年末に

は、毎年 1 月に県立美術館で行う美術科展に出品

した作品を紹介するパフォーマンステストを行っ

ている。だがこれまでは日本語で書いた原稿を英

語に直して覚えるというだけであり、もう一歩レ

ベルアップさせたかった。 
 そこで、そのパフォーマンステストに向けて、

美術の鑑賞についての CLIL 授業を行えば、英語

を使いながら生徒にとっても専門的な学びができ

る CLIL 授業に取り組めるのではないかと考え

た。また、それを踏まえてパフォーマンステスト

を行うというのが自然な形ではないかと考えて、

美術科担任の美術教師、Assistant Language 
Teacher (ALT)の Kennedy Spears、そして学会で

出会った久留米工業高等専門学校（当時）の白井

龍馬氏に相談をして、授業を組み立てていった。 

当該クラスでは「英語コミュニケーション I」
（3 単位）と「論理・表現 I」（2 単位）のいずれ

も筆者が担当しており、「論理・表現 I」の 2 単位

中 1 単位は ALT とのTeam Teaching (TT)で行っ

ている。本単元は内容や授業形態から考え「論

理・表現 I」で行うことがふさわしく、時間を生み

出し週 2 回×3週 にわたり全て ALT との TT の形

で行うことにした。 
 

１．２ 英語で学ぶ意味 

美術科教員には全面的に協力をしてもらえた。

生徒の英語力を伸ばしてほしい、また美術科研修

旅行でパリのルーブル美術館に行くので、その際

に英語の説明文が少しでも読めれば、生徒の鑑賞

に奥行きがでるのではないかということだった。 
ただ、懸念があった。前述のように当該生徒は

美術の専門科目がたくさんある。特に鑑賞という

特別な授業はないが、それぞれの授業の中で作品

制作や鑑賞を当然行っている。ではすでに授業の

中で十分に鑑賞を行っている生徒に対して、英語

で鑑賞の学習をやる意味があるのか、すでに日本

語で知っていることを英語に置き換えるだけでは

ないのか、そこに単なる英語学習ではなく、CLIL
と呼べるような新たな学びがあるのかをというこ

とである。 
そう問うたところ美術教師は以下のような趣旨

のことを言った。生徒たちは日本語で鑑賞はして

いるけれど、英語を使って鑑賞したことはない。

母語の日本語では「なんとなく」など曖昧な言葉

であまり細かい根拠を示さなくてもぼんやりと感

覚やニュアンスを伝えることができる。しかし英

語ならおそらくそういうわけにはいかず、どうい

う感じがするのか、なぜそう思うのかを根拠をも

って伝えないといけない。普段と違う英語で伝え

ようとすることで、英語の表現を知るのみなら

ず、なぜ自分はそう思うのかを自分自身と対話す

る中で、自分の感じ方に対する新たな発見がきっ

とあるはずだ。そのこと自体が大切な学びであ

り、大きな意味がある。 
目が開かれた思いであった。そうか、確かにそ

うだ、と自分の疑問がすとんと腹に落ちた。 

 

 
高校美術科での美術×英語 CCLLIILL 

——キキュュレレーータターーににななろろうう—— 
 

高場 政晃（兵庫県立明石高等学校） 
 

                                                    
 

J-CLIL Newsletter vol.16 (2026.3)

15



 

2 

１．３ 絵画鑑賞の方法 

しかし筆者は絵画鑑賞については全く素人であ

る。当初自分では以下の段階を考えていた。 
1 ～がどこにいる、ある 
2 描かれ方、象徴や暗示、解釈  
3 絵から受ける印象 
4 絵のタイトルを自分がつけるなら 
白井氏からは鑑賞で生徒に使わせたい基本的な

英語表現の枠組みを与え語彙を入れ変える指導の

形や表現例のヒントをもらい、少しずつ形になっ

ていった。 
その頃「英語でアート！」（佐藤他，2018）と

いう本に出合った。そこでは英語での鑑賞手順に

つ い て 以 下 の describe, analyze, interpret, 
evaluate の明確な 4 つのステップが以下の通り示

されている。以下にその部分を引用する。(p99) 
(1) Describe: 描写する。言葉で述べる。見たもの

を、忠実に、詳細に言葉にする。事実を主観や解

釈抜きでリストアップする。 
(2) Analyze: 分析する。アートの要素すべてをリ

ストアップし、描写する。線、形、フォルム、

色、テクスチュア、構図、作品の中心部などにつ

いて考える。 

(3) Interpret: 解釈する。アーティストは何を伝え

ようとしているのか。作品の背景にどのようなシ

ンボリズム、テーマ、ストーリーがあるのか。そ

れらは、どのようにして理解されるのか。 
(4) Evaluate: 評価する。ある作品をあなたはどう

思うのか。作品はメッセ―ジやアイディアを効果

的に伝えているのか。作品としての完成度はどう

か。（以下略） 
考えていた流れと大きく違いはなかったが、こ

のステップがとても分かりやすく感じ、美術科教

員に相談した。 
 美術館への鑑賞遠足レポートを見ると、(1) 
Describe → (2) Analyze → (3) Interpret → 

(4) Evaluate の手順のうち(3)までは多くの生徒が

すでに習得しているようだった。(2)の Analyze が

一番難しそうだが、ここを外すと美術科としての

専門学習にはならないと考え、到達目標とする一

方、客観性が担保されにくそうな (4) Evaluate や

タイトル付けは除外した。そして(1)～(3)について

の客観的表現ができていることをパフォーマンス

テストのルーブリックに入れることにした。 
 
２．単元の組み立て 

 

２．１ 単元の目標 

単元は 6 時間構成で計画した。前半 3 時間が指

導場面、後半 3 時間は学習内容の評価と振り返り

である。以下のような単元目標を設定し授業設計

を行った。 
【単元名】「キュレーター（学芸員）になろう」 

CLIL（内容言語統合型学習）の考え方に従い、

美術を英語で学ぶ。具体的には、学芸員として絵

を分析し批評できる基礎的な英語力を養う。研修

旅行で訪れるパリの美術館で説明の英文を読もう

とする意欲につなげたい。 
【内容】話すこと／書くこと 
【単元の目標】 
絵画作品を、英語で描写し、分析し、解釈した内

容を話し言葉や書き言葉で伝えることができる 
・話すこと＜発表＞ 
美術科展に出品した級友の作品を描写・分析・解

釈した内容を話し言葉で伝えることができる。 
・書くこと 
扱った作品のうち選んだ一点を描写・分析・解釈

した内容を書き言葉で伝えることができる。 
 

表１ 授業設計図 池田他(2016) 

Content Communi-
cation 

Cognition Culture 

教科知識 言語知識 低次思考力 協同学習 
鑑 賞表現

の理解 
鑑賞で使う

英語表現 
絵画の描写 グループ

ワーク 
汎用知識 言語技能 高次思考力 国際意識 
鑑賞方法 話す・書く 絵画の分

析、解釈 

西洋絵画

の鑑賞 
 
２．２ 題材の選定 

前半の指導場面について美術科教員と相談し、

第 1 時と第 2 時は風景画と人物画それぞれ 2 つの

絵を対比させる形式とした。2 つ提示すること

で、気づかせたいことや表現させたいことにある

程度フォーカスさせることができ、2 枚の絵につ

いて 2 倍の時間をかけることなく検討でき、英語

表現も効率的に習得できると考えられるためであ

る。どの作品を提示するかは、美術科教員の助言

を大いに参考にした。第 3 時に佐藤他（2018）で

紹介された抽象画も加えた。 
＜第 1時＞生徒に人気の人物画 
作品 A：フェルメール「青衣の女」（図 1） 
作品 B：ルノワール「ピアノに寄る少女たち」

（図 2） 
ねらい：光の当て方など 
＜第 2時＞似たモチーフを描いている風景画 
作品 C: ゴッホ「アルルの跳ね橋」（図 3） 
作品 D：モネ「睡蓮の池と日本の橋」（図 4） 
ねらい：色彩や影響など 
＜第 3時＞抽象画 
作品 E：ドラン「レスタックの曲がり道」（図

5）ねらい：表現の復習 
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図１ フェルメール「青衣の女」 
(Woman Reading a Letter) 

（出典： Rijksmuseum, Amsterdam より） 
 

 

図２ ルノワール「ピアノに寄る少女たち」 

(Young Girls at the Piano) 
（出典：Musée d'Orsay, Paris より） 

 
 

図３ ゴッホ「アルルの跳ね橋」  
(Bridge at Arles) 

（出典：Kröller-Müller Museum, Otterlo より） 
 

 

図４ モネ「睡蓮の池と日本の橋」  
(Bridge over a Pond of Water Lilies) 

（出典：The Metropolitan Museum of Art, New 
Yorkより） 

 
 

図５ ドラン「レスタックの曲がり道」 
(The Turning Road, L'Estaque) 

（出典：The Museum of Fine Arts, Houstonより） 
 

 
表２ 単元構成 

1 
 
■単元の目標を確認し、絵画を描写・分析・解
釈する表現を知る 
〇作品 A（図 1）と作品 B（図 2）について与
えられた表現を用いて発話する 

2 
 
■絵画を描写・分析・解釈する表現を話し言葉
で使えるようになる 
〇作品 C（図 3）と作品 D（図 4）について学
んだ表現を用いてディスカッションをする 

3 
 
■パフォーマンス課題の練習において求められ
ている表現を習得する 
〇作品E（図 5）を書き言葉で分析・解釈する 
〇担当する生徒の絵画を描写・分析・解釈

し、パフォーマンス課題の準備をする 
4 
・ 
5 

■パフォーマンステストにおいて、タスクを完
了することができる 
〇パフォーマンス課題をペアで練習する 
〇パフォーマンステストに挑戦する 
■ライティング課題を確認し、覚えた表現を書
き言葉にも活用しようとする 
〇ライティングテストの準備をする 

6 
 
■単元を通しての自分の活動を客観的に振り返
る 
〇ライティングテストに挑戦する 
〇自分のパフォーマンスビデオを視聴し、ル

ーブリックに従い自己評価する 
〇振り返りアンケートに答える 

 
２．３ 評価の方法 

第 3 時の後半からパフォーマンステストの準備
を行う。パフォーマンステストでは、自分の絵で

はなくランダムに当てたクラスメイトの絵を紹介

する。これまで美術の授業でもしていないことで

あり、これにより「キュレーター」という職業に

ついての意識を持たせることを狙いとした。他の

生徒の絵を紹介することで、客観的に観察するよ
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うになり、自分の絵がどのようにとらえられるか

聞きたい気持ちやクラスメイトの絵だからいい加

減な紹介はできないという気持ちも意欲につなが

ると考えた。 
形式は、教室の三隅で iPad をモニターに映し 3
人同時にポスタープレゼン形式で練習を行い、1
回目の聴衆は少なく、3 回目の観衆になるにつれ

て徐々に多くした。ローテーションすることで 3
回練習し、4 回目に廊下で本番テストとして ALT
と 1対 1 で行う。 
パフォーマンステストの様子は、テストが終わ

った生徒がそのまま廊下に残り、次の順番の生徒

の iPad でその生徒のテストの様子を撮影する。撮

影された動画はロイロノートで提出し、振り返り

の時間に自分で視聴する。 
なおライティングテストは、最初 2 時間の授業

で扱った 4 つの絵から一つ選んで描写・分析・解

釈する課題とした。課題は事前に伝え準備可能な

テストとしている。 
 

３ 授業の実際 

 

３．１ 授業の流れ 

実際の授業では、第 1 時に少し時間をかけてこ

の単元を行う意味を説明した。美術に興味がある

生徒ばかりなのですんなり受け入れ、英語で美術

ってどういう感じだろうという様子だった。当日

は校内自主公開授業としたので、生徒たちはちょ

っといつもと違う雰囲気を感じ取っているように

思われた。 
毎時ウォーミングアップとしてペアでの Picture 

Describing を行っている。教師が写真を前面に提

示し、写真が見えている生徒が、黒板に背を向け

て写真が見えていない生徒に対して説明をして、

相手に写真の絵を描かせるというものである。こ

れを今回は扱う 2 枚の絵を使った。この段階は鑑

賞の 3 ステップのうちの describing にあたる。 
その後、analyze と interpret について説明し、

2 つの絵について実際に個人で考え、その後グル

ープで意見を出し合った。調べたり教師に質問し

たりしながら頑張って analyze した内容を英語で

伝えようとしていた。いくつかグループを指名

し、出た意見を英語で発表させた。 
次時も同様に進めた。以下は第 2 時の指導略案

である。 
 

表３ 指導略案 

内 容

(分) 生徒の活動 指導上の留意点 

復習 
(8) 

・表現の復習クイ

ズ（ロイロノー

ト）に答える 
・「解釈する」表

現を確認する 

・前回時間不足の

ため十分扱えなか

った作品 A・B に

ついて「解釈す

る」表現を確認す

る 

 

「描写

する」 

(8) 

・示された絵の内

容を絵が見えてい

ないペアに説明

し、相手はその絵

を描く 
・正解と見比べ、

どのように言えば

よかったかを知る 

・似た風景作品

C・D を１つずつ

提示する 
・ふさわしい表現

を ALT が紹介する 
・役割を交代して

再度行う 

 

語彙 
練習 
(5) 

・リピートする 
・ペアで練習する 

・語彙リストを配

布し使用頻度が高

い語を全体練習す

る 

 

「分析

する」 
(16) 

・どのように「分

析する」のかを考

える 
・どんなところに

着目したかを話し

合う 
・分析する表現を

繰り返して覚える 
・各自で考えた英

文をグループで伝

え合う 
・グループごとに

発表する 

・前面にスライド

を表示して説明す

る 
・4 人グループで

C か D かを選ばせ

る 
・対比で考えるこ

とも促す 
・美術科教員から

分析のヒントを示

す 
・全グループを指

名して発表させる 

 

「解釈

する」

(8) 

・どのように「解

釈する」のかを確

認する 
・選んだどちらか

の絵について、自

分なりの表現を書

いてロイロノート

に投稿する 
 

・前面にスライド

を表示して説明す

る 
・何人かの表現を

取り上げ説明する 
・美術科教員から

新たな解釈の視点

のヒントを示す 
 

 

まとめ

(5) 

・学びを振り返る 
・選んだ絵につい

て描写し、分析

し、解釈する英文

を考えてペアで伝

え合う 

・次回（明日）の

予告をする 

 

 
３．２ 授業で示したスライド内容 

(1) Describe   何が描かれているか 
 Give a detailed information of what you see. 
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List the facts. 
• This is a~/ I see~ 
• There is/are ~, 
• Composition 
• ~ is depicted in the background. 
• The main object/subject is~ 
 
(2) Analyze どう描かれているか 
List and describe all specific art elements.  
Think about “lines, shapes, form, color, texture, 
composition, focal point, etc. 
• ___ is very effective/unique. 
• Painted in ____.  (warm color, cool 
color/shade) 
• It features/combines~ 
• The work/piece focuses on ~ 
• The work is characteristic of/similar to ~ 
• Overall, ~  
 
(3) Interpret どう解釈できるか 
Think about what the artist is trying to say or 
trying to do. Is there any symbolism? Is there a 
theme? Is there a story? How would you know? 
象徴していること、暗示していること、どのよう

に解釈したか 
     → I think -- symbolizes/represents/shows~ 
• The work suggests/depicts~ 
• My impression is that ~ 
• I’m impressed with~ 
 
３．３ 生徒の英文 

第 2 時での analyze 場面である。生徒は以下の

ような表現を用いていた。 
＜C を選んだ生徒＞ 
The C picture is strong outline, but picture D is 
not outline. So it seems very natural. 
C is used so many storong color but it is natural. 
C : Some brushwork remain. D : Green in 
colorful. 
Natural light of picture D is very strong. 
C picture is abstract brushwork. It is linear 
composition. 
Distorted outline than picture D. vivid color is 
used. horizontal and two-dimentional than 
picture D. 
It’s has many colors are used. But each piece isn’t 
too storong and comes together beautifully. 
C picture use warm colour and depict everyday 
view. 
I think C picture is evening. 
Using many color and asymmetrical compared 
with D. 
Picture C depict nomal life such as some people 

washing their boat. 
River color and bridge color is opposite color. 
It has many vivid color. It’s Everyday View ? 
Differencce between front and back. 
C is a lot of color used. It has pointed a right 
angle. Focal point is bridge. 
It used divided brushstroke and visual mixing, It 
is very colorful. 
Compared with D, it is impressive straight lline 
of bridge. -It is used many orange and blue color. 
That  is symmetrical. 
It has a lot of color. Focal point is bridge. 
It has vivid color. Everyday life. 
Painted in primary colors. Overall looks rough. 
＜D を選んだ生徒＞ 
Picture D has natural perspective and shining 
colores. 
This picture is symmetrical composition right 
and left. 
D picture is depicting greenery this water color. 
Blue color only used like reflection. 
D picture’s eye level is low. 
There is silent space. This picture is mysterious. 
This picture is symmetrical. 
This is picture can make someone feel natural 
light. 
D has not people but it is felt nature activities. 
Ds picture is symmetrical -> impact. Well-
organized beauty 
 
３．４ 生徒の発表 

以下は第 4~5 時のパフォーマンステストでの発

話である。時間は 1 分半以内、iPad で作品を示し

ながら ALT に説明する。多少の文法的な間違いは

あるが、示した 3 段階を意識しながら発表してい

ることがわかる。 
生徒 A : 校庭脇水飲み場の絵 
This is the handwashing station near the ground. 
I see water supply on the right, wooden desk in 
the center, water dispenser in the back. It has 
overall dark screen, painted in many straight line 
are used. The perspective is effective. Creating a 
space of deeps. The composition is asymmetrical.  
Objects the other on the right, a wide space on the 
left. I think the detailed drawings give the viewer 
a sense of everyday life. I feel like this scene I 
always see after gym class is now more 
realistically evoke. 
生徒 B : 理科棟の絵 
This is the science building in Akashi HS. The 
hallway begins steps in front to inside of the 
school buildings. It has strong light of the world 
around hallway. Overall, it has cold color. I’m 
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impressed with blue shade. I think this color 
showed hardness and weight of the building.  
生徒 C : ベンチの絵 
The main object is bench. Green is used 
throughout. The brushwork is very careful. The 
perspective in which the bench appear close 
together seems to paint everyday life as it is. The 
detail and careful drawing, it looks more realistic. 
I think this impressions the beauty of ordinary 
everyday life. It looks like people will be come to 
sit on the bench any day now. 
 
４ 生徒による授業後の振り返り 

 
４．１ アンケート 

本単元終了時にアンケートを行った。一部を抜

粋する。 
(a) 絵画鑑賞について学ぶ授業を通して、今まで
知らなかった英単語や英熟語を使ってみるこ

とができた。 
(b) 英語で絵画鑑賞について学ぶ授業を通して、
絵画を鑑賞する視点が以前より深まった。 

(c) パリ研修中には、美術館に展示されている絵
画の説明を英語で読むのが楽しみだ。 

(d)  英語で絵画鑑賞について学ぶ授業を通して、
海外の画家が描いた絵画に対する興味が以前

より高まった。 
(e) 英語で絵画鑑賞について学ぶ授業は、私には
難しすぎた。 

 
＜評価＞ 
1：まったくそう思わない ～ 4：とてもそう思う 
 

表４ 生徒アンケート結果 (n=31, ( )内は％) 
 1 2 3 4 

(a) 0 (0) 3.2 (1) 48.4 (15) 48.4 (15) 
(b) 0 (0) 9.7 (3) 51.6 (16) 38.7 (12) 
(c) 3.2 (1) 2.9 (9) 41.9 (13) 25.8 (8) 
(d) 3.2 (1) 12.9 (4) 41.9 (13) 41.9 (13) 
(e) 9.7 (3) 48.4 (15) 38.7 (12) 3.2 (1) 
縦軸(a)~(e)は問い、横軸 1~4は評価回答 
 

４．２ 自由記述 

◎英語で絵画鑑賞について学ぶ授業を受けた感想 
・絵画を見て思ったことを言うのは普段日本語で

言うため、英語でそれを伝えることは大変でし

た。でも、英語で言うから言えることもあったな

と思いました。 
・絵画から感じ取った感情を言語化するのは難し

いと改めて思ったし、それを英役するのはもっと

難しかったです。絵が説明的であるほど訳しやす

く、抽象的であるほど訳しにくかったです。 

・日本語でのニュアンスが伝わるように英語で即

興的に考えるのが難しく、グループワーク内では

あまり言いたいことを言えませんでした。しか

し、友達の言っていることを聞くのがとても面白

くて、授業内で先生も言っていましたが、日本語

で話すときとはまた違った感想が聞けて良かった

です。 
・普段鑑賞するときにはあまり目を向けていない

ところに焦点を当てて鑑賞できたことが嬉しかっ

たし、これから絵画を鑑賞するとき、制作すると

きにいろんな視点から考えられる気がします｡英語

ではこういう言い方になるとか、イントネーショ

ンの違いにも気づけたのでよかったしますますパ

リが楽しみです。 
・YouTube などの解説やイラストアプリに出てく
る何となくしか意味がわかっていなかったカタカ

ナの英語もたくさん出てきて、こう言う意味だっ

たのかと知れて面白かったです(ディティール、コ
ントラスト、ビジュアル、アングル、ニュアンス

とか…)、絵だけの話ではないけど、解説は、自分
でして、他の人の違う意見を聞いてみるとその絵

の一目見ただけではわからないすごさ、こだわり

に気づけて楽しい！  
・よく習い事の先生に「パースがあってない」と

か「フラットでシャープな線を描きなさい」など

よく英語で指示を受けていて、なんとなくの意味

合いで聞いていたのを、今回の授業で「あの言葉

の意味これやったんや」と知ることができてとて

もためになりました。 
・英語の文法や表現を色々使うことができたし、

作品を分析し独自の解釈を人に言うことで、新た

な意見を聞くことができて良かった。美術に関す

ることだったからいつもよりも知ってる単語とか

もあってよく聞き取って読むことができた。 
・自分の得意な分野で他の教科を学べたのがとて

もたのしかったです。美術館の英語表記のキャプ

ションを読めるようになることで、日本語では言

い表せられないような表現を知ることができると

思いました。 
・グループで語り合う時間が一番楽しかった。推

しについて語ってる感覚。自分の持ってる言葉で

捻り出さないといけないから、語彙が結構増えた

気がする。 
・授業に行くのが嫌じゃなかった！楽しい！！！

またやりたい 
・私は、話すのも書くのも苦手で今までの活動が

少し億劫でした。でも、今回の活動は好きな絵の

ことで意欲が湧きました。 
・英語の新しい表現を知れただけでなく、絵の見

方とか鑑賞も新しい視点で見ることができ楽しか

ったです。 
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◎キュレーターになって人の絵を紹介する活動の
感想 
・今まで絵画の話をする時たくさんの専門用語を

使っていたのですが、今回英語で話すにあたっ

て、自分が扱える範囲の単語で説明したため、い

つもより違った視点から絵画を見ることができた

と思います。そして、いつも使っていた専門用語

たちはこんな単純な単語に置き換えられたのだと

驚きました。新しい視点から絵画を見ることがで

きる良い経験になったと思います。 
・できるだけわかりやすく簡単に、でも私が絵画

から感じ取った感情を的確に伝えられるよう努力

しました。人に紹介するという行為を通して、目

の前の絵画とさらに深く関わり向き合う機会がで

きてよかったと思います。 
・キュレーターになるにはその絵を深掘りするこ

とが不可欠だから、自分の中で感じたことがすご

く深まったと思う。あと楽しかった！すごく！ 
・他の人の絵やから下手なこと言えんと思って頑

張った。思ったことを自分の言葉で伝えられるっ

て嬉しいなって、思いましたね！ 
・自分自身が覚えられないと言う理由もあります

が、言いたいことを分けたりして分かりやすい英

語で話すことを意識しました。言葉に書いて言っ

てみると大人になってもキュレーターとして結構

大切なことかもと思えました。知らない面白い英

語で細かなニュアンスを伝えている人もいてそれ

カッコいいなと思いました。 
・簡潔な言葉にまとめるのが苦手だったので、逆

に英語だと言葉を厳選して使うので文章の構成を

簡潔にまとめることができた。その中に一番伝え

たいことを入れることができたので、今回の文の

構成を忘れずに絵画紹介やプレゼンなどで活かし

ていきたい。 
・ただ見るだけじゃなくて紹介するとなると、よ

り細かいところまで見ようとするので気が付かな

かったことにも気づけて、かつ人にその作品の良

さを教えることができたので面白かったし、良い

機会になった。 
・将来学芸員の資格を取ろうと考えていたのでと

てもいい機会だったと思う。日本語でも印象を伝

えるのは難しいけれど英語でも工夫して人に伝え

ることができた 
・「言いたいことはあるのだけど、それを言い表

す表現が思いつかない」という状態が普段の授業

より多くあったように思う。特に、人の作品を使

わせてもらうから、下手なこと言えないなと思っ

て、たくさん表現を考えるきっかけになった。 
 
５ 授業者の振り返り 

 
内容としてかなり難しいことをやっていると思

うが、授業内の観察からは生徒たちは大変楽しみ

ながらやっているように思われた。絵画の分析の

段階が難しいが、狙い通り 2 枚の絵を対比しなが
ら考えている生徒が多くいた。記述に英語の間違

いは散見されるが、積極的に明示的な訂正は行っ

ていない。 
アンケートについては、設問のうち(a)は英語に
ついて、(b)は美術についての知識・技能および思
考・判断・表現の深まりに関する問い、(c)は英
語、(d)は美術についての主体性に関する問いであ
る。 
結果を見ると(a)と(b)どちらも肯定的な回答が過
半数を占め、絵画を説明する英語を学びながら鑑

賞に関する美術的な新しい学びがあったと認めら

れる結果となった。英語についての学びはもちろ

んだが、感想に書かれてある通り、英語でステッ

プを踏んで行うことにより美術としての新たな学

びがあったことは明らかで、まさに美術教師の言

う通りであった。 
目的の一つであった(c)にも肯定的な回答が高く
なり、研修旅行に向けての動機付けという役割も

果たせたと思われる。(d)はおそらくこの授業以前
からもともと海外の絵画に関する興味は高いと考

えられるが、それがさらに高まったのではないか

と考える。(e)については、実はもっと難しかった
という回答が多いと予想していた。明らかに教科

書の内容よりも難易度が高く、語彙や表現も未習

事項がかなり多かったはずである。しかし何人か

が気づきで書いているように、やはりよく親しん

でいる絵画に関する英語は、どこか聞いたことが

あったり、実はこういう意味だったのかという発

見があったりして、難しいはずの内容でもそれほ

ど難しいと感じさせなかったのではないかと考え

られる。自由記述ではそもそも英語は苦手だった

がこの授業は楽しみだったという意見が多く、そ

れは授業時の授業者の手ごたえと一致していた。

ただもっと表現を限定するなどして難易度を下

げ、取り組みやすくする工夫の余地がある。 
授業を参観した先生からは、生徒たちは主体的

で協同的で深い学び、まさにアクティブラーニン

グをしているとコメントをもらった。このコメン

トからも、生徒の興味関心のある専門的な内容を

英語で学ぶことには、生徒の主体性を養う意味で

も意味があると考えられる。そして何か月もかけ

て書いたクラスメイトの絵をパフォーマンステス

トでキュレーターとして説明すると課題を予告し

ていたので、英語を使って一層主体的に美術の学

習に取り組めていたのだろう。一年後の研修旅行

ともつながり、設定がよりリアルに感じられたの

だと思われる。 
普通科であれば生徒の興味関心はさまざまであ
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るので、当然同じ内容を行っても難しすぎたり興

味がなかったりするだろう。その点、ある程度関

心分野が近いはずの専門学科の生徒にとっては、

それぞれのレベルに合った形での CLILは取り組
みやすいのではないだろうか。好きなことを学ぶ

手段が外国語ということは、生徒にとっては外国

語学習が目的から手段になっているととらえるこ

ともできる。外国語学習への動機づけがなされた

環境を整えるという観点から大きな可能性がある

と思われた。 
本実践に当たり、白井龍馬先生に事前の遠隔ミ

ーティングやメールでのご指導に加え、生徒向け

のアンケートまで作成いただいた。ここに深く感

謝申し上げる。 
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１．実践の環境 

 

本稿では、長崎県の公立高校の生徒を対象とした検定

教科書（以下、教科書）を用いたCLIL 志向の授業実践 
（以下、本実践）について報告する。本稿におけるCLIL
志向の授業の定義は、「CLILを取り入れた授業」（湯川・

バトラー後藤, 2019）をもとにした。本実践は高校 2 年

生1クラス（国際科在籍）を対象にして、合計3コマ（1
コマ50分授業）行われた。 
 

２．概念発掘について 

 

本実践の準備段階において、著者2名は検定教科書の

内容に応じてConcept-mining（概念発掘）（Ikeda et al. 
2021）を行った。概念発掘は、教科書の内容からCLIL
における content となりうる概念的な知識を発掘するこ

とを指す。本実践はIrena Sendler（ナチス強制収容所内

で勤務していた社会福祉士）について書かれた英文を読

解したのちに行われる予定であった。この英文内に

content となりうる概念知識がなかったため、英文の内

容から content となりうる概念的な知識を発掘する必要

があった。著者らは、協議ののち、activism（積極的行動

主義）を content としたCLIL 志向の授業を行うことと

した。詳しい授業の流れについては、項を改めて説明す

る。 
 
３．授業の流れ 

 

 本実践の1時間目は、生徒たちが既に学んだことのあ

る activist について想起する活動から始めた。英語の教

科書で学んだ Irena Sendler だけでなく、歴史の授業で

学んだMahatma Gandhi や坂本龍馬の写真がスクリー

ンに表示され、彼らが何をしたのかを英語で確認する活

動を行った。この時点でactivismやactivistという単語

は提示せず、単に前学んだ内容を想起する活動として行

った。 
 次に授業者は、紹介した人物が activist と呼ばれるこ

とを紹介した。その流れで activist の定義を説明した英

文を聞き取るリスニング活動を行った。生徒たちは英文

を聞きながら、ワークシート上に印刷された説明の要約

（英語）の穴埋め活動に取り組んだ。英文を何度か放送

したのち、授業者は答え合わせをしながら activist の定

義を確認した。定義の中には、「自ら行動する人物である

こと」「社会を変えるなど、大きな変化を生もうとしてい

ること」「他者のために行動する気持ちをもっていること」

などの要素を紹介した。 
 続いて、教科書の内容と activist の定義を関連づける

活動が行われた。Irena Sendlerは本当にactivistと呼べ

るかどうかを、生徒たちは教科書の内容と定義を照らし

合わせながら確認した。生徒が取り組みやすいように、

定義を4つの要素に分け、要素ごとに該当する記述を見

つける活動になっていた。 
 最後に、activistの定義に基づき、以下の2つの問いの

いずれかに対して考えをまとめる essay writing の課題

が宿題として指示された。「（1）あなたがクラスメイトと

共有したい activist だと思う人物について、英語で紹介

してください。（2）activistとして、あなたは将来どのよ

うな行動をしたいですか。」定義に基づいて英文をまとめ

やすいよう、授業者は問いに関連するいくつかの質問を

ワークシートに印刷した。この質問に答えていけば、原

稿の骨子が決まるように支援されている。ここまでが 1
時間目に行われた活動である。 
 2 時間目は前時の復習をしたのち、生徒が書いてきた

essay をペアやグループで見せ合い、内容を共有した。

その後英文の内容を推敲し、授業者に提出した。興味深

いのは、生徒の多くが歴史や平和学習の授業で学んだと

思われる内容や、自分の探究学習の活動と関連づけて英

文を書き上げていたことである。歴史の授業内容との関

連付けが起こったのは、1 時間目の冒頭で歴史上の人物

を紹介したことが関係するかもしれない。この活動によ

って歴史関係のスキーマが刺激され、紹介したいと思う

歴史上の activist が思いつきやすくなっていた可能性が

あるだろう。activistとして生徒が紹介した人物は、大塩

平八郎や司馬遷など多岐にわたる。平和学習の授業で学

んだと思われる人物についての記述が見られたのは、

Irena Sendler について書かれた英文の内容が影響した

 
検検定定教教科科書書をを活活用用ししたた CCLLIILL 志志向向のの授授業業実実践践報報告告  

——歴歴史史のの授授業業やや探探究究学学習習ととのの接接点点ががみみらられれたた授授業業——  
 

高濱 良有（長崎県立長崎東高等学校） 

白井 龍馬（福岡教育大学） 
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可能性がある。このケースで生徒が紹介していたのは永

井隆やMartin Luther King Jr.で、特に前者は長崎県の

土地柄が反映されているとも解釈でき、興味深い。生徒

自身が行う探究学習との関連づけについては、特に平和

の実現に向けた活動に関する記述が多かったことから、

こちらも Irena Sendler について書かれた英文の内容が

影響した可能性がある。このケースでは、生徒が自らを

activistであるとしたうえで、どのような探究活動を行な

っているかを英語で説明する記述が見られた。 
 3 時間目は 1 時間目の内容を復習したのち、授業者が

生徒の書いたessayの1部を投影し、内容を確認する時

間をとった。特によく書けていた英文を3つ投影し、内

容面と言語面の両方に対して、ときに日本語も使いなが

らフィードバックを行った。その後、授業実践の効果を

測定するためのテストを行った。詳しい結果については

本稿では割愛する。 
 

４．概念発掘の重要性 

 

 Coyle and Meyer (2020) は、概念的な知識の理解は他

の様々な知識や経験と結びつき、deeper learning（より

深い学習）を促すとしている。この考え方をもとに、教

科書の内容をもとにした概念発掘の重要性を図式化する

と、以下のように示すことができるだろう。 
 
 
 
 
 

図１ 概念発掘と他教科の学習内容の関連 
 
 この図が示すように、教科書の内容から概念的知識を

発掘し、それについて英語で学ばせることで、間接的に

教科書の内容と他教科で学んだ内容を生徒自身が関連づ

けて考えることが期待できる。このときに必要な言語的

支援が与えられれば、生徒は考えた内容を英語で表現す

ることができ、より多様な意見が飛び交う授業が実現さ

れるだろう。 
 本実践では実際に、教科書から発掘されたactivismと

いう概念を、生徒自身が過去に学んだ内容や探究してき

た事柄と関連づけて英語で表現する場面が見られた。さ

らに、activismという視点で教科書の英文を再読してい

た点も興味深い。概念的知識を発掘し、それを英語で学

ぶ content として設定することで、教科書の英文をより

多角的な視点で読解する critical reading が促されてい

た可能性がある。この点を右の図にまとめた。 

 
 

 

 

 

 

図２ 本実践における概念発掘の役割 (1) 

 

 ここで、「他教科との関連づけ」という点を批判的に考

えてみたい。前項で説明したように、生徒自身がactivism
と関連づけた人物の一部は、その概念の定義によって想

起されたというよりは、むしろ元となる教科書の英文の

内容によって関連づけたようにも思える。もしそうであ

れば、生徒はactivismという概念について英語で学ばず

とも、「Irena Sendlerさんのように、平和の実現のため

に自ら行動した人物について英語で説明せよ」という課

題に対し、他教科で学んだ内容と教科書の内容を関連づ

けて考えることができた可能性は十分にある。 
 このような意見に対する再反論を、言語学習上の視点

から考えてみたい。もしactivismについて学んでいない

場合、「Irena Sendlerさんのように、平和の実現のため

に自ら行動した人物について英語で説明せよ」という課

題に対して生徒が英語で考えをまとめる場合、使用する

英語表現の多くは生徒が既に知っているものになるだろ

う。つまり、教科書の内容とアウトプット活動の言語的

な接点がなくなってしまう可能性がある。これに対して、

activismという概念を学んだあとに同様の表現活動をす

る場合はどうだろうか。生徒はactivismについて学ぶと

き、それについて説明するための関連語彙（例: act for 
others, make a differenceなど）に触れ、それを教科書

の再読活動などで繰り返し使用することになる。また、

activistだと思われる人物について、その定義と関連づけ

ながら説明する活動を、生徒は少なくとも2回（教科書

再読の活動とessayを書く活動）、言語的な支援のもとに

経験することになる。これは、Cognitive Discourse 
Functions（Dalton-Puffer, 2013）における Define と

Explain を含むDiscourse を生み出す言語的指導を行っ

ていると解釈することもできる（例: XX acted for others 
and made a difference in society. For example, .... 
Therefore, I think XX is an activist.）。加えて最後のア

ウトプット活動でもそれらを使用することになるため、

教科書の内容とアウトプット活動に言語学習上の関連性

が生まれることになる。実際、本実践で生徒が書いた

教科書

の英文 
概念的

知識 

概念発掘 
他教科
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essayや、授業後のpost testでは、多くの生徒が（全員

ではないものの）上記の関連語彙や定義+具体例の

discourseを使用して考えをまとめていた。ここまで説明

した関係を次頁の図にまとめた。 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

図３ 本実践における概念発掘の役割 (2) 

 

５．まとめ 

 

 本稿では、公立高校の生徒を対象とした activism を

content とする CLIL 志向の授業実践を報告した。その

後、概念発掘の重要性という観点から、本実践で見られ

た生徒の学習活動を振り返った。池田（2021）は、学習

すべき内容が多い傾向にある英語授業のカリキュラムは、

CLIL によって引き締まり、より筋肉質になると述べて

いる。教科書から発掘された概念をcontentとし、CLIL
志向の授業を行うことで、言語的にも内容的にも一貫し

た「引き締まった」授業（言語学習と内容学習がより統

合された授業）を実践できる可能性を本実践が示したと

言えるのではないだろうか。 
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１．はじめに 

 

１．１ 日本の中学校英語におけるEmergent Language 
日本の中学校における初級レベルのEFL学習者は、

英語習得において多くの困難を経験する。しかしながら

英語が初級であっても、英語の授業において生徒が思考

を深めることは重要である。Concept-driven Language 
Teaching：CdLTでは、概念駆動の言語指導が目指され、
深い理解や概念的思考の育成が目的となり言葉は思考の

ための手段となる。母語での理解含め、問いから逆向き

設計をする流れである（Erickson et al., 2014）。一方、
CLIL（内容言語統合学習）では、内容と言語を同時に
学び、思考と言語の結びつきを重視し、言語は学習対象

でもある。本実践では、SDGsや環境など国内外の課題
を比較し仲間と一緒に考え、それを異なる状況へと応用

し、考えを修正して成し遂げるような言語指導を目指し、

中学校英語においても学習指導要領の「思考・判断・表

現」の実現をしたいと考える。そのため思考を問うCdLT
の「問い」を取り入れ、思考と言語を同時に結ぶ CLIL
（以下、CLIL）で、教師の一定の指導力量のもと、生
徒が思考をすることを支える。一方で、世界的な生成AI
の活用が広まるなか、生成AIや ICTの利活用をするこ
とは、40人近くの学級において、生徒一人ひとりへのイ
ンプット量、即興の発話練習などにも新たな展開をもた

らすと考えられる。大阪府F市立F中学校において、大
阪府教育庁の指導のもと導入された、AIスピーキングシ
ステム（BASE in OSAKA）活用の英語授業のモデル校
として取り組んだ 2024年度（導入初年度）における学
びのプロセスとその効果をまとめたものである。執筆者

のうち、中道はモデル実践校の英語コーディネーターと

して、AI導入と授業実践、市内研修を担い、柏木は助言
者としてデータ分析を担った。2024年度から2025年度
にかけて生徒らが取り組んだ AI モジュール学習（以下
AI学習）を、CLILを基盤とした授業に組み合わせた実
践を分析した。取組前の予想として、CLILとAI学習の
融合は、生徒の発話へのPromptが進み、即興的な発話
（emergent language: EL）に向上が認められるのでは

ないかと考えた。F中学校では、BASE in OSAKA（AI

学習）のモデル校として、「生徒の思考を促しやりとり

を位置付けていく授業」を支える傍ら、授業冒頭の 10
分AIモジュールに取り組んだ。AIと、英語の listening・
speaking指導は親和性が高いと言われるが、中学生での

実践効果は明らかになっておらず、検証が望まれる分野

である。 
英語の初学者は、教室内の教師のインプットから事例

を多く学ぶことは重要であり、teacher questionによっ
て考え、議論に導かれる際には、フレーズの一部を言い

換えて模擬的な即興発話をする場面が重要である（柏木

他, 2022）。英語の発話を自分で創りだす段階を丁寧に

扱わずに AI に頼りすぎると、英語の文構造の文法性へ

の判断をするようなモニターモデルは働かず、

self-correction の機会がなく、コミュニケーション力の

育成にはならないと考えられる。しかしながら、AI学習
では、個に応じた環境でインプットとアウトプットの機

会が得られ、即時フィードバックがあるため、生徒が発

話したことと AI の即時フィードバックを比べて修正す

るなどの良さがあると考えらえる。文部科学省（2023）
は、『初等中等教育段階における生成 AI の利活用に関

するガイドライン(Ver.2.0）概要』で生成AIの利活用に
ついて、次のように述べている。 

 
・基本的な考え方として、人間通信の利活用が重要 
・生成 AI を有用な道具になり得るものと捉え、出力

を参考の一つとして、リスクや懸念を踏まえた上で、

最後は人間が判断し、責任を持つことが重要 
・学習指導要領に定める資質・能力の育成に寄与する

か、教育活動の目的を達成する観点から効果的であ

るかを吟味した上での利活用 
・学びの専門職としての教師の役割が一層重要 
 

加えて、「グループの考えをまとめる、アイディアを出

す活動の途中段階で、一定の議論やまとめをした上で、

足りない視点を見つけ議論を深める目的で活用する。」

といった指針も記載されており、この点は最もCLILで
言語と思考の相乗が着目してきたことと合致する。上記

から、教育現場で AI の強みと限界を明らかにし、英語

  
CCLLIILL とと AAII でで EEmmeerrggeenntt  LLaanngguuaaggee をを引引きき出出すす実実践践  

--中中学学校校のの英英語語授授業業にに AAII ががややっっててききたた--  
 

柏木賀津子（四天王寺大学） 

中道淳史（藤井寺市立第三中学校） 

                                                   

                    

 

日本 太郎（日本教育大学） 

MS明朝10.5ポイント（CLIL大学） 
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教師の指導との相乗効果を生む指導が必要となっている

ことを踏まえて、F中学校で「生徒の思考を促しやりと

りを位置付けていく授業」を中心に据える傍ら、AI 学

習を取り入れた。 
 

１． ２ AI 活用のPros and Cons 

 ここでは、外国語としての英語に出会ったばかりの中

学生にとって英語学習への AI 活用にはどのような良さ

（Pros）と問題点（Cons）があるのかを調べる。この議

論はF中での実践者らの討議、授業公開、その後の検討

会でまとめたものである。まず、生徒のアンケートから、

次に指導者側の討議から分かった結果である。 
 
生徒（中学校3年生、70名） 
Pros 
・文法を覚えることができる 
・授業で習ったことを復習できる 
・発音の点数がでて自分でも発音が良くなった 
・リスニングが苦手だがこれで苦手にならない 
・音読や並べ替えをゲーム的にできる 
・どれぐらい上手く話せるかわかるところ 
・自分のペースで取り組める 
・自分の不得意と得意がわかる 
・自分に合った問題をだしてくれる 
・話して採点してくれる 
・振り返りができる 
Cons 
・言っていることが理解できないところ 
・あまり自分は使っていない 
・読むのが苦手だから 
・英語がそもそも読めない 
・パソコンより実際に書いた方が覚えやすい 
 
指導者（授業指導者2名 公開授業参観25名） 
Pros 
・アンケートからは肯定的で英語学習に役立っている。 
・発話時間、解答時間の長い生徒は、英語力の向上もみ

られる。 
・評価、フィードバックがすぐに返ってくるので、わか

りやすい様子だ。 
・生徒が AI スピーキングに向かう間に「個の支援」が

できる。 
・リスニングとスピーキングの絶対量が増加した。 
・発話記録をシステム上で確認しながら、強みや弱みを 
教師がつかみ、指導に役立てられる。 
・ペアで AI を使うときに、その場のスコアを見て、な

ぜ低いのか話し合い、文法メタトークをしている。 
Cons 
・教科書との関連性が薄くなり、帯学習で良いかという

迷いがある。 
・生徒によって取り組みが違い、動機づけは難しい。 
・単元構成とAI活用の組み合わせがより重要になる。 
・AIとどう向き合いつきあっていくか考える必要がある。 
・AIの即時採点やルーブリックのプロセスが見えにくい。 
・英語教師とネィティブ講師からは AI の作る音声の

stress errorsや採点結果への疑義が出ることがある。 
 
以上のことから、AIの活用は、音声面での「聞く」と、

即興的に「話す」場を増加させ、インプットとアウトプ

ットの両方で英語使用頻度が上がると考えられる。課題

としては、AI活用を、単元の学習と結びつけた指導を考

えること、AI学習にあまり興味を持たない生徒への動機

づけの難しさが述べられた。また、中学生であるからこ

そ、語彙や文法を紙ベースで読んだり書いたりする時間

と AI 上での読み書きのバランスを留意したい。また、

個々の初発で英文を読む decoding の力や文構造の機能

的な理解力へのマイナス影響も課題である。 
 

２．目的と方法 

 

２．１ 目的 

CLILとAI学習の融合は、生徒の即興的な発話（以下、
EL）に影響を与えるかを実践し探索することを目的とす

る。本研究で目指した指導アプローチには、次の特徴が

ある。(1) CdLTの「問い」を取り入れ、(2)CLILでは、
インプットを多く取り入れたteacher talkとreading指
導の後に、teacher questionによる十分なやりとりを行

い、intakeの時間を豊かにする、(3) 教師と生徒のやり
とりの中で文法と内容の統合的アプローチをとる、(4) 
AI学習を取り入れる、(5) これらの学習を統合して、パ
フォーマンス課題に取り組む（条件有りのスピーチ・プ

レゼン）。中学校英語4技能5領域の統合を行い、特に

「やり取り」「発表」の場面を底から支えるようにAI
活用を行う。またそれらの取り組みのゴールとして、

Lutge（2025）が述べる「デジタル資源を活用してグロ

ーバル・デジタル・シチズンシップを育成する枠組み」

を目指して授業展開をしたい。思考を問うCLILにおい
て、AI活用による表現の蓄積は、英語の事例基盤形成と

なり、自分の意見を少しでも言えるという自己効力感と

なり、地球上の課題に対して自発的に意見を表明するよ

う動機づけられるのではないかと予想する。 
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２．２ 方法 

研究方法として、授業中の英語やりとり、録画のトラ

ンスクリプト (CdLT-1)、教師が作成したパフォーマン

ステストでの教師のルーブリック評価 (CdLT-2）、AI
学習では、AI上に録音された即興の解答（主に絵描写タ

スク、英検二次面接タイプのスピーキング）(AI-1) AI評
価(A1-2)をもちい、ELの事前・事後比較を行った。また、

AI学習中における発話の変化については、語数、リスポ

ンス時間、後置修飾節や複文の出現から変容の分析を行

った。併せて、生徒にアンケートを実施し、英語学習の

良さや困り感、ペア学習と AI の比較等を記述してもら

った。図1は、絵描写タスクのスピーキングに取り組ん

でいる様子である。また、図 2は、ペアでAI学習を行

い、語順並べ替えで即時スコアを得て、文構造への気づ

きをつぶやき話し合う生徒の様子を伝える写真である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

図1 AI 学習（絵描写タスクのスピーキング） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 AI 学習で文法メタトーク（語順並べ替え） 

  
３．英語授業の内容の概要 

 

３．１ 取り組み概要 

 中学校3年生における授業内容についてビデオ分析等

をもちいた分析結果を報告する。授業者の教師A（思考
を問う授業）、元教育委員会指導主事B氏がAIシステ
ム導入と評価を行い、実践・データ分析・助言に筆者ら

が関わり、F市の先導例となるように進めた。 
 

３．２ 教科書活用の「思考を問う」CdLT 実践例① 

チョコレートストーリー 

単元：Sunshine English Course 3 Program 5 “The 
Story of Chocolate ” （開隆堂, 2023） 
ここでは、概念的理解から言葉でやりとりすることの領

域として「社会的な話題に関して聞いたり読んだりした

ことについて、考えたことや感じたこと、その理由など

を、簡単な語句や文を用いて書くことができるようにす

る。」の評価基準を表1に示す。 
 

表１ 単元の評価基準 

 

知識・技能 受動態について、基本的な表現を用いた文の

特徴や決まりを理解している。 

技能：児童労働やチョコレート産業について

書かれた英文を読み取り、自身の意見を書く

技能を身に付けている。 

思考・判断・表

現 

児童労働やチョコレート産業の課題につい

て、考えたことや自分にできることなどを伝

えるために、説明文を読み概要や要点を捉え

た上で、自身の意見や考えを書くことができ

ている。 
主体的に学習に

取り組む態度 

児童労働やチョコレート産業の課題につい

て、身近なスーパーの写真から、考えたこと

や自分にできることなどを伝えるために、説

明文を読み概要や要点を捉えた上で、自身の

意見や考えを書こうとしている。 

 

単元は8つの段階で構成され、その1回目の授業手続

きを抽出する。目当ては、「世界で起こっている現状

についての本文を読み、理解することができる。」とし、

授業の視点は、①“BASE in OSAKA”を使って、生徒が

自律的に英語を聞いたり話したりする。② 教科書本文の

音読、世界で起こっている現状に対しての考えを深める

教師の『問い』を重視し、生徒との英語のやり取りを行

いながら内容理解を深める。③音読では行間を考えなが

ら生徒一人ひとりが音読アプリ上で練習した成果を発揮

する。	
 
主な授業の流れ（1/8 : 50分） 
1)  “BASE in OSAKA Time” AI学習（10分） 
2) Today’s goal 学習記録に記入（2分） 
3)  Oral interaction (8分) 
  ・ビジュアル教材、学校近くのスーパーに見かける 
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   フェアトレード商品を見てやりとり（図4） 
4) 本文の内容理解（12分） 
・プリントを配布しペアで考えて話す（事実を問う 
ものから、思考を問うものが書かれた英文） 
・教師と生徒が思考を深めていく主な英語のやり取 
りをする（ディスコースを表2に示す） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図33  学学校校近近くくののススーーパパーーののフフェェアアトトレレーードド商商品品ススラライイドド 
 

表2 思考を深めていくやりとりのディスコース 

 

パワーポイントで、カカオ農園で働く子どもたちの写真を見せな

がら、 
T: Many of their children are forced to work for cacao. They are 

forced to work…. They have never seen chocolate. 
S: え？ (多くの生徒) 
T: What can you do for these children？ 
近くのスーパーに行くと買えるフェアトレードの写真を見せ

ながら、フェアトレードのチョコレートと普通のミルクチョ

コとの値段に気付かせて、 
T: What kinds of goods are sold for fair trade？ 

What can we buy for fair trade？ 
S1: Bananas？ 
T: Yes, bananas are sold as fair trade. 
T: Cotton are also sold. What can you do to save Children? 
S2: I’ll buy fair trade chocolate. 
T: 教師 S: 生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 「カカオ農園での児童労働」思考を問う授業 

5)音読（12分）: 様々な音読法 

6)まとめと振り返り（6分）：写真を提示し、本時に学

習したことを発表 教師のフィードバック 

 

３．３ 教科書活用の「思考を問う」CdLT 実践例② 

太平洋ごみベルト 

単元：Sunshine English Course 3 Program 6 “ The 
Great Pacific Garbage Patch ”（開隆堂, 2023） 
ここでは、書くことの領域として「社会的な話題に関し

て聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感

じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて書

くことができるようにする。」の評価基準を表3に示す。 
 

表3 評価基準 

 

知識・技能 知識：関係代名詞の目的格について、基本的な

表現を用いた文の特徴や決まりを理解してい

る。 

技能：環境問題について書かれた英文を読み取

り、自身の意見を書く技能を身に付けている。 

思考・判断・

表現 
海を取り巻く現状や課題について、考えたこと

や自分にできることなどを伝えるために、説明

文を読み概要や要点を捉えた上で、自身の意見

や考えを書くことができている。 
主体的に学

習に取り組

む態度 

海を取り巻く現状や課題について、考えたこと

や自分にできることなどを伝えるために、説明

文を読み概要や要点を捉えた上で、パソコン上

で環境の画像を収集して、自身の意見や考えを

書こうとしている。 

 
単元は8つの段階で構成され、その1回目の授業手続き
を抽出する。目当ては、「世界で起こっている現状につ

いての本文を読み、理解することができる。」とし、授

業の視点は、①“BASE in OSAKA”を使って、生徒が自

律的に英語を聞いたり話したりする。②教科書本文の音

読、世界で起こっている現状に対しての考えを深めるこ

とができる教師の『問い』を重視し、生徒との英語のや

り取りを行いながら内容理解を深める。③ 音読では行間

を考えながら、日ごろより生徒一人ひとりが音読アプリ

上で取り組んでいる成果を発揮する。 
 
主な授業の流れ（1/8 50分） 
1) “BASE in OSAKA Time” AI学習（7分） 
2) Today’s goal 学習記録に記入（2分） 
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3)  Oral interaction （4分) 
4) 本文の内容理解（4分） 
 
・プリントを配布し、本文の中に書かれてある内容を整

理する。本文の内容を全体で確認をしていく。 
・個々のタブレットPCを起動し、 “The Great Pacific 
Garbage Patch”（太平洋ごみベルト）について調べるこ

とを伝え、わかったことや写真を Padlet で投稿するよ
うに伝える（図 5、図 6）。ここでの教師と生徒が本文

に出る表現を吟味し、意味の理解と驚き、何が地球で起

こっているのかという思考を深めていく。その主な英語

のやり取りを以下に示す（授業ビデオ録画より）。 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
図5 「五つのごみの島」 Padlet で調べてシェア 

 
    
 
 
 
 
 

 

図6 リサーチの共有から「問い」についてやりとり 
 

  表4 思考を深めていくやりとりのディスコース 

 
T: What happened in 1997？ 
  What happened in 1997？  
スライドを見せながら問う 

S: An ocean researcher found the new “land” 
    教科書から見つけながら 新しい島 
T:  Ocean researcherって？ 
S: 研究者  
T：Yes. A person who works over a ocean. And it was 

 actually huge amount of garbage. 
S:  amount？ 
T:  Very big. 大きなジェスチャーをみせながら 
T:  What is it called？ そう Yes. It is called  

“The Great Pacific Garbage Patch.” It’s garbage floating on 
the ocean.  

S1:  え？ （おどろいて無言の時間が少しでる） 
T: Do you know where the garbage come from? 
S2: どこからって？      
T:  五つのごみの島の写真をみせながら。 
  （生徒は太平洋に浮かぶ強大な島はごみだと分かってくる。口  々

に、どこから？ についてつぶやく。） 
T:  And a next question. How many patches are there in the  

world? 
S3: Five. 
T:  It is four times of Japan.   
  黒板に日本の地図をさっと描きながら、その４倍を想像させて 

It’s very huge!  
T: じゃあ、実際にパソコン開いて、調べよう。出てきた画像を 

Padletに投稿してもらおう。 
SS: （生徒は一斉にPCを開いて、次々、環境との関連で調べた 

画像をアップしていった。） 
――（中略） 
その後、The Great Pacific Garbage PatchについてPadletシェア

の後で、調べたこと、ごみの島の状態を即興で伝える場面 
T:  自分のまとめを言ってみよう。S4さん 
S4:  This is a large land which is made of tiny fluffy pieces. 

  (Padletでは小さなふわっとした破片の集まりをアップして 
いた生徒) 

T:  いいですね。Tiny fluffy pieces. （皆が拍手） 
  S5さん Can you do that？ 

S5:  It is the land,,, which is called “The Great Pacific 
Garbage Patch. This is the biggest patch in the world. 
 
5) 音読 （12分）：様々な音読法 
6) まとめ （7分）と振り返り：写真を提示し、本時に

学習したことをペアで説明 教師のフィードバック 
 
図6では、本文の音読で今一度、ごみの島の問題を感じ

ながら音読し、上記のやり取りをとおして、教師の問い

で考えや状況理解を深めた。Padletにアップした映像を

英語でなんと伝えるかも自発的に考え、「太平洋がこん

なことになっているとは知らなかった。」「ごみを出し

てるのは、自分たちか？」と日本語で呟きながら調べた

ことをプリント学習で得た関係代名詞も入れながら、即

興アウトプットしていく生徒の姿があった。 
 

３．４ 応用型パフォーマンス課題 

 本実践は、2024年4月から2025年3月まで行い、 
年間では、教師の手作りによる「応用型パフォーマンス
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課題」を実施してきた。F中では、指導と評価の一体化

を目指してきて、その1例を図7と図８に示す。評価の

観点は、「文の長さ・正確さ・伝わり・内容・表現」で、

評価者は英語教師とALTの計 2 名で、0～15 点で表し

た。通常の定期テストにおいても、暗記をすることで解

答できる問題より、授業で培った思考を振り返り、応用

して答える問題作りを行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7、図8 応用型パフォーマンス課題ワークシート 
 

４．結果 

 

授業実践全体を通して、中学3年生70名のうち有効

回答数58を対象に分析を行った（表5）。授業の内容で
上記の「教師と生徒のやり取り」では、教科書本文のフ

ェアトレードと児童労働を扱う単元において、音読活動

後のペアによるディベートや問いで、学習者の内部発達

に基づく自然発話がこぼれる（EL）が見られた。AI学
習ではAIのフィードバックに対する「文法に関するメ

タトーク」が多く観察された。事前事後の変容では、

CdLT-1とAI-1は両方向上し、後置修飾節や複文を交え

ての長めの発話が見られるようになった。単語を足す組

み合わせというより、語と語の繋がり発話が増えた。 
９月から2月の、パフォーマンス課題の事前事後の変

容について表5に表した。有効回答数は58人で、平均
点は10.5から11.59に伸び、Wilcoxon Sighed-ranks 

testに拠って検定すると、有意差（大）が認められた（ｚ

=3.54, p< .0004,ｒ＝.47 効果量中 n=58 ）。評価スコ

アの分布を見ると（図9、図10）、事前には生徒の半数

以上に、話すことへの苦手意識が見え、15点中7点台で

何とか話そうとしている初めの様子が見て取れる。 
 

表5 パフォーマンス課題の事前事後の変容 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
    

図9 パフォーマンス課題（９月）：事前のスコア分布 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

図10 パフォーマンス課題（２月）：事後のスコア分布 

 

しかし、事後では12点以上が20人以上になるなど、中
位から上位層が厚くなり大幅に伸びている。事後の2月
は、トピックが「環境問題」で難易度が高く上位と中位

の差は見える。授業内容と照らしてみれば、図5で示し
たPadletでの情報共有とワークシートをもとにやりと

りが盛んに行われた時期は2024年の12月頃であるが、
AI学習も個人差はあるものの概ね10分帯学習で5か月

     N＝＝58
パパフフォォーーママンンスス
課課題題（（Pre））
人人物物紹紹介介

パパフフォォーーママンンスス
課課題題（（Post））
環環境境問問題題

Pre-Post

Average 10.4 11.59 　　Z =3.54
SD 3.05 3.07 p = .0004**
Min 0 5
Max 15 15

Wilcoxon signed-rank
test
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を超えてきた頃であった、クラスの一人ひとりが即興発

話にも慣れ10~15語以上の発話が難しくない状況とな
っており、英語をもちいて思考を深め、学びに向かう状

況が見えた時期であったといえる。 
変容を詳しく見るために、9名の生徒の抽出し、表４
にAIに録音された生徒の即興アウトプット、および、 
パフォーマンス課題の評価の事前（9月）と事後（2月） 
の変容を記す。パフォーマンス課題は英語教師とALT
がルーブリックに基づいて評価したものである。尚、9
月のトピックは「自分の紹介」で、2月のトピックは「環
境について」であり事後の難易度の方が高い。また、表

６に、同じ9名の英語授業でのAI活用、思考を問う授
業でのペアやりとり等についての記述を記す。 
 
表6 AI 録音の発話スクリプトとパフォーマンス課題の 

評価の変容（事前と事後） 
 

 
 
結果の特徴として、例えば、表4の生徒OZは、事前 
はほぼ即興発話は少なく3語であったが事後は10語の 
発話を即答でしており、パフォーマンス課題の評価は11 
点から15点と伸びた。通常の定期テストからは英語は 
あまり得意でなかった様子であるが、英語のアウトプッ 
トに慣れ親しんでいる様子がわかる。生徒全体には、リ 
スポンス時間が短くなり、語数が伸び、複文や付け足し 
の句が出現したといえる。また表７に示した事後アンケ

ートからは、AIの良さとして、一人のペースで出来、苦
手分野の克服や英検二次面接の準備が出来ることが書か

れていた。しかし、文法や表現方法がわからないときは、

これだけでは出来るようにならないと書いていた。また

多くの生徒がAIよりも授業でのペアやりとりや友人に
教えてもらえる良さを述べており、即興表現が定着する

ことで、教室でのペアやりとりも楽しめている様子であ

った。総じて、生徒はAIよりペア学習・教え合いが好
きだが、成績中位以上の生徒は熱心にAI学習やデジタ
ル音読にとり組む傾向があった。 
 

表7 抽出9 名の生徒アンケート記述 

 
KA 

 

TS 

 

KA 

 

OZ 

 

TA 

 

SU 

 

SA 

 

DO 

 

 

SE 

AIは分かりづらいとやらなくてよい 単語や文法を覚え

ることが苦手 

AIは分かりにくいところもあるペア学習が好き 聞くが

得意 書くが苦手  

AIは一人で出来るのがいいペアは相手に聞きやすい こ

つこつ。 

AIはまあ ペアでは教えるのが好き 話すと発表が得意 

文法覚えられない 

AIは苦手分野を復習によい ペアは話しやすい 読むが

好き 書くが苦手 

AIは英検の練習によい ペアは話しやすい 読む得意 

話すと発表が苦手 

AIはいろんなことができる ペアは教えてもらえる 書

くが得意 読むが苦手 

英語が好き 話すと発表が得意 AIは単元ごとに使いや

すい ペアの方が好き 受験の過去問が悩み 

AIは英検シミュレーションが良い ペアは難しい時があ

る 話すと発表が得意 英語が難しくなった 

 
評価者別では、CdLT-2とAI-2、即ち、教師とAIの評
価には、顕著な異なりがあるが、スピアマンの相関係数

は中位である（rs = .49, p< .01）。AIは中央値をつけず
明確に段階的スコアを出し絶対評価で良い方に近づけ、

低いスコアを出すことにも躊躇がない。教師は中央値に

近い評価が多めでパフォーマンスにやや高いスコアを出

し低い評価はほぼない。しかしながら、生徒のスピーキ

ングへの評価は、教師とAIはある程度の関係性があり、
スピーキングスコアを参照しながら、AIモジュール学習
を単元指導に位置付けていく可能性はあると考えられる。 
 

５． 考察 

 

AI を組み込んだ教科連携による思考を問う授業
(CLIL）は、中学生の ELの発達に段階的を支える方向
でプラスの影響を与えたといえる。パターンプラクティ

スのように型を入れ替えるのみならず、AIの話す英語の

!!"" ##$$%%&&''((
))**++,,

##--%%..//**00
11223344

##55%%&&''((
))**++,,

##66%%..//**00
11223344

(e)77
8899
::88
;;<<

(f)==>>
??@@

##AA%%BB
CCaabb
cc::88
ddHH

(h)II
ggKK
==LL
88MM

(i)AI
NNOO
PPQQ
RR

KA I---I---  /
s---song  the --
vio.

3*3 1*1 9*9 18 2

TS /  /
He is playing
violiin.

*1 0*4 9*9 42 2

KA /  /
He playing
guitar.

*1 0*3 9*15 40 2

OZ /
I play e---
baseball.

/

I like listen to
music.
Lisening music
is very ah---.

2*1 3*10 11*15 64 3

TA He is… /
He is playing ,
playing violin.

I usually going
to shopping
mall.

2*1 2*5.5 13*13 64 4

SU He is singing. / / / 2* 2*? 15*15 77 3

SA He is singing. /
He playing the
guitar,? Violin

I usually do
play
badminton.

1*1 3.5*5 15*15 79 2

DO He is singing.

I usually
watch the
movie on
weekend.

He is playing the
violin.

I like play
badminton.

1*1 4.5*4.5 15*15 83 2

SE
He is singing a
song.

I 'd like to read
comicbook.

He is playing the
violin.

He is---by---I
usually go to
juku to study.

1*1 5*8.5 15*15 85 3
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意味に即座に交渉して絞り出した意味のある発話の回数

が増加した。単語レベルの応答からフレーズを用いた発

話への移行が観察された。しかしながら、AI学習は語順
正誤や絵描写タスクが主流で、CLIL を促進する推論や
思考を促すところは AI 学習ではまだ見られず、人間で
ある教師の教材開発や発問力に拠るところが大きいとい

える。このような AI と教師の指導の差は、初学者の言
語発達にどのような影響を及ぼすかについても考察を行

っていく必要がある。生徒は AI よりペア学習・教え合
いが好きだが、成績中位以上の生徒は熱心に AI 学習や
デジタル音読に取り組んだ。 
 

５．思考を問うCLIL とAI：結論今後の展望 

 
本実践研究では、CLILとAI学習の融合は、生徒の即
興的な発話（EL）に影響を与えるかどうかを実践し探索
することを目的としてきた。思考を問うCdLTを取り入
れたCLILでは、インプットを多く聞かせ、teacher talk
とreading指導の後に、teacher questionによる十分な
やりとりを行い、intakeの時間を豊かすることで、生徒
らにはやや複雑な考えを述べる場面が見られた。その際

に、自分の意見が考えを述べるための語彙や表現をAI
学習で蓄積してきており、生徒が最も考えを深め合い、

内からのこみ上げてきたフロー状態がある場面で、即興

的発話（EL）として押し出せたのではないかと考えられ
る。パフォーマンス課題の事前事後スコアでは有意な差

で変容が見られ、生徒のアンケートからも話すことの苦

手意識がなくなり、意見を英語で表現できそうだという、

やりがいのある学びになっていると考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図11 思考を問う CLIL を支える AI 活用モデル 

 
F中学校では、このような生徒の意欲や、社会の問題を
英語をもちいて述べる取り組みとして、今後、アジアの

の他の国の中学生とのオンライン交流を目指して計画し

ている。図 11は、冒頭で述べたLutge（2025）で挙げ

られたEUでの実践例をヒントに、筆者がCLILを支え
るAI活用モデルを表したものである。Lutgeは、EUの
学校どうしが、AI学習で可能となった、「平和への思い」
についてデジタルを駆使して、共通語として英語を使っ

た相互ライティング取り組みを紹介している。AI学習が
支えるデジタル・シチズンシップの段階へと、オンライ

ン同期やりとりが目指せる日も遠くないと考え、双方向

コミュニケーションを支えるのは思考と即興の発話であ

る。今後は、AIによる表現蓄積の学びが実際のやり取り
に結べるような、グローバル・デジタル・シチズンシッ

プを育成する枠組みを構築したいと考えている。 
 

引用文献（参考文献） 

文部科学省（2023）『初等中等教育段階における生成AIの利活用
に関するガイドライン（Ver.2.0）概要』より取得 

https://www.mext.go.jp/content/20241226-mxt_shuukyo02-0000
30823_003.pdf 
 
Erickson,H.L., & Lanning,L.A.(2014).Transitioning to 

concept-based and instruction : How to bring content 
and process together. Thousand Oaks, Cowin. 

Kashiwagi, K, Ito,Y., & Matsuda, S.(2022). How does a 
usage-based approach cultivate procedural knowledge of the 
morphological structure (-ed): Using dictogloss tasks. 
ARELE, 33, 159-174. https://doi.org/10.20581/arele.33.0_159 

Lutge, Christiane. (2025). Digital global citizenship and AI 
literacy : Challenge and perspectives for English Language 
Education, JACET関東講演資料 
 

 
注） 
・BASE in OSAKAは、デジタル学習ツールを効果的に活用した、

言語活動の充実した取り組みの推進として、大阪府下の中学校にお

ける、授業改善やパフォーマンステストの回数及び質の向上、 英

語教育推進に係る取組みの充実に向けて、各連絡会や英語教育Web

フォー ラム等において府の取組みについての普及・発信、情報交

換や協議を実施しているものである。その実証研究校の一つとして

F中学校において本取り組みを実施したものである。

https://www.mext.go.jp/content/20240722-mxt_kyoiku01-000037
197_27.pdf 

・本研究は研究課題の助成を受けている。柏木賀津子(2025-2028)
「Translanguagingと複文化CLIL―AIスピーキングテストへの

応用ー」JSPS 基盤研究C25K04307 
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J-CLIL Newsletter 掲載　賛助会員＆ website

＊ J-CLIL website 掲載名称および掲載順

◉ Global Step Academy

◉三修社

◉教育開発出版

◉成美堂

◉一般財団法人　英語教育協議会（ELEC）

◉サインウェーブ

◉ EF Japan

◉学習アトリエ COR

◉ ECC

◉増進堂・受験研究社

◉ウィル・シード

◉ケンブリッジ大学出版

◉ポリグロッツ レシピー for School

◉ ELSA Japan 版

◉朝日出版社

各賛助会員の HP はこちらでご確認ください。
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『『JJ−−CCLLIILL  NNeewwsslleetttteerr』』  投投稿稿募募集集 

J-CLIL Newsletter WG 

日本 CLIL 教育学会（J−CLIL)では、ニューズレターへのご投稿をお待ちしております。 

クラスでの CLIL/CBLT の実践紹介や実践状況の報告などをご紹介ください。皆様の実践が共有できるよう、Web で

公開をさせていただきます。 

皆様のご投稿をお待ちしております！奮ってご応募ください！ 

◆◆投投稿稿要要領領◆◆ 

１．投稿者は原則として日本 CLIL 教育学会の現会員であることを条件とします。ただし、共同執筆の場合、筆頭者

が会員であれば、内容により必要と判断される場合は、運営委員会で判断し非会員でも投稿を認めます。 

２．内容は CLIL 及び CBLT の実践に関わる報告を中心とします。 

３．執筆量は 2ページ以上 8ページ以内（資料を含む）とします。 

４．執筆言語は日本語または英語とします。 

５．原稿締切はメーリングリストにて、ご連絡させていただきます。 

６．投稿数は、原則として１回につき１人１編とします 

７．投稿応募者の方は、以下の投稿要領に従って原稿を作成し、提出してください。 

①添付文書の No.2 テンプレートをダウンロードし上書きして原稿を作成する。 

②提出原稿（PDF 原稿）はそのまま Web で公開可能な完全原稿とする。 

③提出物は(1)PDF 原稿、(2)ワード原稿、(3)図・表の 3種類を以下宛に送付する。 

送送付付先先：：jjcclliillnneewwsslleetttteerr@@ggmmaaiill..ccoomm 

＊＊以以下下、、④④～～⑧⑧はは添添付付文文書書  NNoo..22  テテンンププレレーートトにに従従うう。。 

④原稿の大きさは A4 サイズとし、ページ数を下に明記する。 

⑤表題は HGS 創英角ゴシック UB 16 ポイント（太字）、副題は 14 ポイント(太字)、 

氏名・所属は MS 明朝 10.5 ポイントとし、表題と本文の間に実線が入る（ダウンロードした WORD のテンプレ

ートに上書きすること）。 

⑥本文字詰めは、１ページあたり 25 字×46 行×2段＝2,300 文字（10.5 ポイント横組み）とし、本文の字体

は和文は MS 明朝 10.5 ポイント、英文は Century 10.5 ポイントとし、句読点は、句点（。）と読点（、）と

する。横見出しは HGS 創英角ゴシック UB 10.5 ポイント（全角）で、前後に 1行ずつ開けて１．○○○２．

○○○とし、小見出しが入る場合は前に 1行空けて同様に HGS 創英角ゴシック UB 10.5 ポイント（全角）で

１．１、１．２と最初の数字の後にピリオドを入れる。見出しのレイアウトはテンプレートを参照するこ

と。なお本文中の数字はすべて半角で記載すること。 

⑦引用文献（または参考文献）は APA（第 7版）に準じ、文字サイズは 9ポイントとする。(別紙「J-CLIL 

Newsletter 文献リストの書き方」参照。ただし、この資料は 10 ポイントで作成。） 

⑧表は上に、図は下に、番号とタイトルを入れる（テンプレート参照）。 

８．本文中に使用する著作物（図表、写真、教材のスキャン画像などすべてを含む）が、 

第三者の著作権、肖像権、その他の権利等に抵触しない旨を書面にてお約束していただきます。 

９．英文による投稿を希望する方はメールをお送りください。jclilnewsletter@gmail.com 

 

  

『J-CLIL Newsletter』投稿募集

J-CLIL Newsletter WG

日本 CLIL 教育学会（J − CLIL) では、ニューズレターへのご投稿をお待ちしております。
クラスでの CLIL/CBLT の実践紹介や実践状況の報告などをご紹介ください。皆様の実践が共有できるよう、
Web で公開をさせていただきます。皆様のご投稿をお待ちしております。奮ってご応募ください。

◆投稿要領 (2025 年 3 月改訂 ) ◆
１．�投稿者は原則として日本 CLIL 教育学会の現会員であることを条件とします。ただし、共同執筆の場合、筆頭

者が会員であれば、内容により必要と判断される場合は、運営委員会で判断し非会員でも投稿を認めます。
２．�内容は CLIL 及び CBLT の実践に関わる報告を中心とします。その実践を CLIL と捉える理由、実施する言語教

育と内容等の【概要】、【目的】、および【結果と考察】などを含めることが推奨されます。実践が伴わない理論
や報告等の投稿についてはご相談ください。

３．執筆量は 2 ページ以上 8 ページ以内（資料を含む）とします。
４．執筆言語は日本語または英語とします。
５．原稿締切はメーリングリストにて、ご連絡させていただきます。
６．投稿数は、原則として１回につき１人１編とします。
７．投稿応募者の方は、以下の投稿要領に従って原稿を作成し、提出してください。
　　①�添付文書の No.2　添付資料テンプレートを WORD でダウンロードし上書きして原稿を作成する。No.3 添付

資料テンプレートは参照用の PDF 資料となる。
　　②�提出物は (1)PDF 原稿、(2) ワード原稿、(3) 図・表の 3 種類で、PDF 原稿はそのまま Web で公開可能な完全

原稿とする。
　　③原稿の大きさは A4 サイズとし、ページ数を下（中央）に明記する。
　　④�表題は HGS 創英角ゴシック UB 16 ポイント（太字）、副題は 14 ポイント ( 太字 )、氏名・所属は MS 明朝

10.5 ポイントとし、表題と本文の間に実線が入る（ダウンロードした WORD のテンプレートに上書きし、枠
中の空白文字の下線は消さないこと）。

　　⑤�本文字詰めは、１ページあたり 25 字× 46 行× 2 段＝ 2,300 文字（10.5 ポイント）とし、本文の字体は和文
は MS 明朝 10.5 ポイント、英文は Century 10.5 ポイントとし、句読点は、句点（。）と読点（、）とする。横
見出しは HGS 創英角ゴシック UB 10.5 ポイント（全角）で、前後に 1 行ずつ空けて１．○○○、２．○○○
とし、小見出しが入る場合は前に 1 行空けて同様に HGS 創英角ゴシック UB 10.5 ポイント（全角）で１．１、
１．２と最初の数字の後にピリオドを入れる。見出しのレイアウトはテンプレートを参照すること。なお本文
中の数字はすべて半角で記載すること。

　　⑥カッコについては基本全角（　　）を使うが、前の文章が英語で（　）内も英語の場合のみ半角とする。
　　⑦�引用文献（または参考文献）は APA（第 7 版）に準じ、文字サイズは 9 ポイントとする。( 別紙「No.4 

J-CLIL Newsletter 文献リストの書き方 (ver. 2) 」参照。ただし、この資料は 10 ポイントで作成）。別紙に記
載されていないものは基本的に APA 最新版に沿うこと。

　　⑧表は上に、図は下に、番号とタイトルを中央揃えで入れる（テンプレート参照）。
　　⑨�本文中に掲載した以外の付録データを示したい場合は、二次元コードではなく URL（リンクを貼る）にて記

載すること。
　　⑩ URL のリンクが遷移するか（有効かどうか）を PDF と WORD の両方で確認をしてから、提出をすること。
８．�本文中に使用する著作物（図表、写真、教材のスキャン画像などすべてを含む）が、第三者の著作権、肖像権、

その他の権利等に抵触しない旨を書面にてお約束していただきます。
９．投稿希望や原稿等の送付先は jclilnewsletter@gmail.com となります。
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新刊教科書案内
2026

CLIL 英語で考える世界の今
CLIL Exploring Today’s World
Paul Underwood ／仲谷 都　著

『CLIL 国際関係で英語ライティング』の内容をアップデートし、
総合教材化しました。各課の主題となる英文から、内容理解と学
習者同士のディスカッションに取り組み、豊富な練習問題を通じ
て学習者が主体的に考え、問題提起し、議論を展開することを促
します。巻頭にリストアップした英語で議論するための有用表現
はグループワークを円滑にする助けになります。

B5 判 ／ 132 頁 ／ カラー　全 14 課　定価 2,530 円（税込）　
ISBN978-4-384-33544-6

見本ご請求ください。
出来次第、順次お送り申し上げます。

好評 CLIL シリーズ

株式会社 三修社
〒 150-0001 東京都渋谷区神宮前 2-2-22　　TEL03-3405-4511　FAX03-3405-4522

https://www.sanshusha.co.jp

テキスト詳細、 
見本のご請求はこちら

https://www.sanshusha.co.jp/
https://www.sanshusha.co.jp/text/search_result.html?mgen_id=190&sgens=316&order=ASC
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335392/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335408/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335132/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335125/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335040/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384334944/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384334784/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335224/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335309/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335255/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335248/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384334791/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384334241/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335231/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335446/
https://www.sanshusha.co.jp/text/isbn/9784384335446/



